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施
時

期
訓

練
の

想
定

被
害

想
定

訓
練

の
概

要
・

ポ
イ

ン
ト

参
加

機
関

参
加

人
数

情
報

提
供

機
関

名
国

土
地

理
院

ゴ
ー

ル
デ

ン
ウ

ィ
ー

ク
に

向
け

た
防

災
訓

練

平
成
2
4
年
4
月
2
7
日

○
新
た
に

防
災
対
応
担
当
と
な
っ
た

職
員
を
含
め
、
防
災
関
係
職
員
の
初

動
対
応
等
の
訓
練

○
災
害
情
報
集
約
（
伝
達
）
訓
練
で

は
、
電
子
国
土
W
e
b
上
で
施
設
管
理

情
報
（
P
D
F
資
料
）
が
表
示
で
き
る

こ
と
を
想
定
（
事
前
準
備
）
し
、
電

子
国
土
W
e
b
上
の
施
設
管
理
情
報

（
P
D
F
資
料

）
を
も
と
に
「
地
理
院

マ
ッ
プ
シ
ー
ト
」
を
用
い
て
詳
細
な

被
害
情
報
を
電
子
国
土
W
e
b
上
に
集

約
し
、
被
害
情
報
に
つ
い
て
本
院
へ

の
伝
達
と
共
有
を
は
か
る
目
的
で

行
っ
た
。

○
「
地
理
院
マ

ッ
プ

シ
ー

ト
」

を
利

用
し
た
災
害
情

報
集

約
（

伝
達

）
訓

練 ○
電
話
会
議
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

（
第

１
回
）
災
害
対

策
本

部
会

議
開

催
訓

練

○
国

土
地

理
院

○
各

地
方

測
量

部
国

土
地

理
院

中
国

地
方

整
備

局
平

成
２

４
年

度
風
水

害
対

策
訓

練
平
成
2
4
年
5
月
1
6
日

前
線
と
台

風
及
の
影
響
に
よ
る
暴

風
・
大
雨
に
よ
り
、
山
口
県
中
部
を

中
心
に
被
害
が
発
生

○
佐
波
川
の
堤
防
決
壊

○
土
砂
崩
落
や
波
浪
の
発
生
に
よ

り
、
国
道
９
号
、
１
８
８
号
が
通
行

止 ○
宇
部
港
の
施
設
の
損
傷
　
等

○
情
報
伝
達
訓
練

○
土
砂
災
害
緊
急

調
査

訓
練

○
災
害
協
定
に
基

づ
く

対
応

○
被
災
自
治
体
へ

の
支

援
　
（
リ
エ
ゾ
ン
、

T
E
C
-
F
O
R
C
E
）

○
広
報
訓
練

○
災
害
対
策
用
機

械
及

び
I
T
機

器
を

活
用
し
た
訓
練

○
防
災
ヘ
リ
に
よ

る
現

地
調

査

○
国

の
機

関
（

中
国

地
方

整
備

局
、

陸
上

自
衛

隊
、

海
上

保
安

庁
、

中
国

運
輸

局
、

中
国

地
方

測
量

部
）

○
地

方
公

共
団

体
（

５
県

２
政

令
市

、
山

口
市

、
防

府
市

、
美

祢
市

、
山

陽
小

野
田

市
、

呉
市

）
○

関
係

団
体

（
西

日
本

高
速

㈱
、

中
国

電
力

㈱
、

㈱
Ｎ

Ｔ
Ｔ

ド
コ

モ
、

Ｎ
Ｈ

Ｋ
広

島
放

送
局

、
中

国
建

設
弘

済
会

、
河

川
情

報
セ

ン
タ

ー
、

日
本

埋
立

浚
渫

協
会

、
境

港
管

理
組

合
）

○
中

国
地

方
の

防
災

に
関

す
る

連
絡

会

1
,
3
0
0

中
国

地
方

整
備

局

国
土
地
理
院
と

し
て

の
訓

練
○
リ
エ
ゾ
ン
と

し
て

参
加

○
緊
急
撮
影
要

望
を

受
け

て
の

対
応

訓
練

○
正
射
写
真
図

の
提

供
○
災
害
対
策
図

の
提

供
（

メ
ッ

シ
ュ

入
り
、
被
害
地

区
の

地
図

、
広

域
地

図
等
）

国
土

地
理

院

広
島
高
速
１
号
線
福
田
ラ
ン
プ
（
下

り
）
法
面
崩
落

①
風
水
害
対
策
に

お
け

る
適

切
な

情
報
伝
達
を
対
象
と

す
る

②
訓
練
を
通
じ
て

問
題

点
を

把
握

し
、
必
要
に
応
じ

て
改

善
を

図
る

③
各
会
員
の
情
報

共
有

の
中

で
、

中
国
地
方
整
備
局
と

の
情

報
共

有
に

絞
っ
た
訓
練
と
す

る

7
0

広
島

高
速

道
路

公
社

1



主
催
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関
名

鳥
取
県

鳥
取

県
水

防
訓

練
平
成
2
4
年
5
月
2
0
日

○
平
成
２
３
年
１
２
号
台
風
並
の
被

害 ○
避
難
判

断
水
位
を
超
え
る
洪
水
予

報

○
東
郷
池
の
越
水

○
堤
防
か
ら
の
漏
水

○
人
的
被
害

○
堤
防
の
深
掘

○
倒
壊
家
屋
の
発
生

○
中
州
に
孤
立
（
逃
げ
遅
れ
）

○
各
種
工
法
訓
練

○
上
空
監
視
訓
練

○
河
川
巡
視
訓
練

○
防
災
車
両
出
動

訓
練

○
救
護
所
設
置
訓

練
○
負
傷
者
救
助
訓

練
○
排
水
訓
練

○
避
難
、
誘
導
訓

練
○
炊
飯
訓
練

○
倒
壊
家
屋
か
ら

の
救

助
訓

練
○
孤
立
者
救
助
訓

練
○
架
柱
橋
架
設
訓

練
○
水
防
伝
達
訓
練

○
国

の
機

関
（

倉
吉

河
川

国
道

事
務

所
、

鳥
取

地
方

気
象

台
、

陸
上

自
衛

隊
第

八
普

通
科

連
隊

、
陸

上
自

衛
隊

３
０

４
飛

行
隊

等
）

○
地

方
公

共
団

体
（

１
県

、
５

市
町

、
県

警
等

）
○

関
係

団
体

（
日

赤
、

日
赤

奉
仕

団
、

広
域

連
合

消
防

局
、

建
設

業
協

会
、

N
T
T
鳥

取
支

社
、

J
R
西

日
本

(
株

)
米

子
支

社
、

県
消

防
協

会
等

）

6
5
0
鳥

取
県

国
土

地
理

院
梅

雨
前

線
に

よ
る
大

雨
に

伴
う

緊
急

撮
影

及
び

提
供

訓
練

平
成
2
4
年
5
月
2
2
日

○
梅
雨
前

線
は
九
州
か
ら
本
州
付
近

に
停
滞

○
局
所
的
に
１
時
間
に
8
0
 
ミ
リ
を

越
え
る
雨
を
観
測

○
九
州
及
び
中
国
地
方
で
は
、
こ
の

間
の
総
雨
量
が
1
5
0
0

ミ
リ
に
達
し
、
平
年
の
2
 
倍
を
超
え

る
雨
量

○
福
岡
県
福
岡
市
、
山
口
県
山
陽
小

野
田
市
、
防
府
市
な
ど
で
土
砂
災
害

や
浸
水
被
害
が
発
生

○
警
戒
体
制
を
院

内
関

係
者

に
配

信
（
1
0
 
分
ル
ー
ル

適
用

）
○
「
福
岡
市
中
央

区
輝

国
（

土
砂

崩
れ
）
」
、
「
山
口

県
山

陽
小

野
田

市
（
厚
狭
川
周
辺
浸

水
被

害
）

」
の

２
箇
所
情
報
の
共
有

の
た

め
、

電
子

国
土
上
に
被
災
範
囲

を
表

示
す

る
X
M
L

フ
ァ
イ
ル
を
作
成

○
国
土
地
理
院
で

撮
影

を
実

施
す

る
地
域
を
X
M
L
 
フ
ァ

イ
ル

で
作

成
し

、
調
査
対
象
機
関
に

送
付

○
電
子
国
土
上
で

撮
影

範
囲

を
確

認
し
、
追
加
要
望
の

撮
影

範
囲

を
X
M
L

フ
ァ
イ
ル
で
本
院

に
送

付
。

○
空
中
写
真
の
提

供
（

伝
送

訓
練

）
→
中
国
・
九
州
地

測

○
国

土
地

理
院

○
各

地
方

測
量

部
国

土
地

理
院

中
国

管
区

警
察

局
総

務
監

察
、

広
域

調
整

部
高

速
道

路
管

理
室

、
西

日
本

高
速

道
路

(
株
)
中

国
支

社

災
害

図
上

訓
練

（
D
I
G
)

①
5
/
2
2
岡
山

②
7
/
2
4
米
子

③
7
/
2
7
山
口

④
8
/
2
3
津
山

⑤
8
/
2
9
松
江

⑥
9
/
1
1
三
次

⑦
1
0
/
1
0
広
島

⑧
1
0
/
2
3
福
山

高
速
道
路
上
で
災
害
等
に
よ
る
重
大

事
故
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定

豪
雨
に
よ
る
の
り
面
災
害
・
地
震
に

よ
る
災
害
の
発
生
に
伴
う
多
重
事

故
、
オ
イ
ル
も
漏
れ
の
被
害
等
を
想

定

大
規
模
災
害
発
生

時
に

高
速

道
路

上
で
起
き
る
各
種
事

象
に

つ
い

て
、

災
害
図
上
訓
練
を
と

お
し

、
お

客
様

の
1
0
0
％
の
安
全
・

安
心

、
高

速
道

路
の
早
期
交
通
解
放

な
ど

を
追

求
す

る
た
め
、
各
関
係
機

関
が

相
互

の
能

力
に
つ
い
て
理
解
を

深
め

、
状

況
判

断
や
意
思
決
定
能
力

の
向

上
を

図
る

こ
と
に
よ
り
、
各
組

織
間

の
連

携
・

調
整
を
向
上
さ
せ
る

こ
と

を
目

的
と

し
て
実
施
。

○
1
班
1
0
～
1
5
名
程

度
の

プ
レ

イ
ヤ
ー
構
成
し
、
2
～

4
班

程
度

で
実

施

・
中

国
管

区
警

察
局

　
総

務
監

察
、

広
域

調
整

部
　

高
速

道
路

管
理

室
・

各
県

高
速

道
路

交
通

警
察

隊
・

消
防

機
関

・
行

政
機

関
・

医
療

機
関

・
レ

ッ
カ

ー
会

社
・

路
線

バ
ス

会
社

・
西

日
本

高
速

道
路

(
株

)
中

国
支

社
・

西
日

本
高

速
道

路
パ

ト
ロ

ー
ル

関
西

(
株

)
・

西
日

本
高

速
道

路
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
中

国
(
株

)

8
7
0
西

日
本

高
速

道
路

(
株

)
中

国
支

社
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催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
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加
機

関
参

加
人

数
情

報
提

供
機

関
名

呉
市

呉
市

総
合

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
5
月
2
4
日

○
長
雨
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発
生

○
四
国
沖

を
震
源
と
す
る
Ｍ
８
．
５

の
地
震
発

生
（
呉
市
：

震
度
５
弱
）

○
地
震
発

生
に
伴
う
津
波
が
発
生

（
細
部
想

定
な
し
。
）

○
市
内
の
山
間
地
域
で
大
規
模
な
土

砂
崩
れ
、
河
川
の
氾
濫
、
高
潮
の
被

害
を
受
け
、
多
数
の
負
傷
者
が
発
生

○
建
物
、
道
路
及
び
護
岸
が
損
壊

し
、
多
数
の
負
傷
者
等
が
発
生

○
人
員
輸
送

○
交
通
規
制
・
警

戒
区

域
の

設
定

○
被
害
状
況
調
査

・
応

援
要

請
○
災
害
対
策
本
部

設
置

・
運

営
○
集
団
避
難
訓
練

○
土
砂
災
害
救
助

○
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等
医

療
機

関
の

応
急

救
護 ○
緊
急
援
助
物
資

の
輸

送
○
海
上
災
害
対
応

等

○
国

の
機

関
（

呉
共

済
病

院
、

広
島

地
方

気
象

台
等

、
７

機
関

）
○

地
方

公
共

団
体

（
呉

市
）

○
関

係
団

体
等

（
広

島
ガ

ス
(
株

)
、

広
島

文
化

学
園

大
学

等
、

３
９

機
関

）
1
,
0
0
0

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

宮
崎

県
、

日
南

市
宮

崎
県

総
合

防
災
訓

練
平
成
2
4
年
5
月
2
7
日

○
日
向
灘

で
Ｍ
７
．
１
の
地
震
が
発

生 （
日
南
市
：
震
度
６
弱
）

○
地
震
発
生
に
伴
う
津
波
が
発
生

（
細
部
想
定
な
し
。
）

○
家
屋
倒
壊
、
道
路
橋
梁
が
寸
断
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
等
が
発
生
、

○
緊
急
地
震
速
報

対
応

訓
練

○
現
地
対
策
本
部

運
営

訓
練

○
被
害
状
況
調
査

、
情

報
収

集
訓

練
○
被
災
状
況
偵
察

訓
練

○
道
路
復
旧
訓
練

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

応
急

復
旧

訓
練

○
車
載
型
基
地
局

立
上

訓
練

○
油
流
出
防
除
訓

練
○
火
災
船
消
火
訓

練
○
臨
時
救
護
所
設

置
、

運
営

訓
練

○
支
援
物
資
搬
送

訓
練

○
水
難
者
救
出
救

助
訓

練
等

○
国

の
機

関
（

国
土

交
通

省
、

九
州

地
方

整
備

局
等

、
４

機
関

）
○

地
方

公
共

団
体

（
宮

崎
県

、
宮

崎
市

等
、

１
１

機
関

）
○

関
係

団
体

等
（

Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ⅰ

㈱
、

宮
崎

県
医

師
会

等
、

５
２

機
関

）

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

中
国

地
方

整
備

局
、

岡
山

県
、

岡
山

市
、

玉
野

市
、

赤
磐

市
、

真
庭

市
、

新
庄

村
、

鏡
野

町
、

久
米

南
町

、
美

咲
町

、
吉

備
中

央
町

旭
川

水
防

演
習

平
成
2
4
年
5
月
2
7
日

大
型
台
風

の
接
近
及
び
梅
雨
前
線
の

影
響
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
、
旭
川
流

域
で
水
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
。

○
河
川
の
増
水
に
よ
る
旭
川
流
域
の

水
害

○
降
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
発
生

○
河
川
関
係
：
護
岸
・
堤
防
被
害

○
道
路
関
係
：
路
面
沈
下
、
斜
面
崩

壊
等
に
よ
る
通
行
止
め
等

○
浸
水
に
よ
る
住
民
の
孤
立
等

○
水
防
団
に
よ
る

水
防

工
法

訓
練

○
洪
水
時
の
情
報

の
収

集
・

伝
達

等
の
訓
練

○
ヘ
リ
保
有
機
関

に
よ

る
上

空
偵

察
、
孤
立
者
救
出

訓
練

○
地
元
町
内
会
に

よ
る

避
難

訓
練

○
水
防
団
が
主
役

の
実

践
的

な
演

習
○
地
元
住
民
等
の

参
加

を
積

極
的

に
取
り
入
れ
た
演
習

○
行

政
や

防
災

機
関
が
連
携
す
る
実

践
的

な
演

習

○
国

の
機

関
（

中
国

地
方

整
備

局
、

中
国

運
輸

局
、

中
国

管
区

警
察

局
岡

山
県

情
報

通
信

部
、

気
象

庁
岡

山
地

方
気

象
台

、
陸

上
自

衛
隊

第
１

３
旅

団
等

）
○

地
方

公
共

団
体

（
岡

山
県

、
４

市
４

町
１

村
、

２
消

防
機

関
）

○
関

係
団

体
（

警
察

、
消

防
、

赤
十

字
、

放
送

局
、

電
話

、
電

気
、

ガ
ス

）
○

地
元

自
治

会
（

宇
野

学
区

連
合

町
内

会
、

平
井

学
区

連
合

町
内

会
）

○
地

元
学

校
（

就
実

大
学

・
就

実
短

期
大

学
）

1
,
2
0
0
岡

山
県

・
岡

山
市

広
島

市
情

報
伝

達
訓

練
平
成
2
4
年
6
月
5
日

○
風
水
害

○
大
雨
・
洪
水
警
報
発
令

○
災
害
対
策
本
部
設
置

○
各
区
に
お
い
て
浸
水
被
害
及
び
土

砂
災
害
が
発
生

○
本
部
設
置
訓
練

○
情
報
伝
達
訓
練

○
情
報
収
集
訓
練

○
広
報
訓
練

○
状
況
判
断
訓
練

○
広

島
市

（
各

局
、

各
区

役
所

、
各

消
防

署
等

）
1
2
0
広

島
市

3



主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
情

報
提

供
機

関
名

中
国
電

力
株

式
会
社

全
社

総
合

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
6
月
5
日

○
中
国
地
方
全
域
で
の
地
震
に
よ
る

災
害
を
想

定
○
震
源
：

広
島
県
北
部

○
震
度
：

震
度
６
弱

○
津
波
：

想
定
し
な
い

○
配
電
（
支
持
物
倒
壊
・
断
線
等
）

○
送
電
（
断
線
等
）

○
水
力
・
変
電
・
Ｒ
ｙ
（
碍
子
破
損

等
）

○
通
信
（
断
線
等
）

○
土
木
（
法
面
崩
壊
等
）

○
火
力
（
取
水
設
備
故
障
等
）

○
原
子
力
（
構
内
設
備
故
障
等
）

○
復
旧
作
業
訓
練

（
実

働
）

○
緊
急
連
絡
・
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
連
絡
訓
練

○
設
備
被
害
・
復

旧
状

況
の

情
報

収
集 ○
復
旧
計
画
の
策

定
・

調
整

○
応
援
派
遣
計
画

の
策

定
・

派
遣

実
施 ○
報
道
資
料
の
作

成
・

発
表

○
お
客
さ
ま
・
自

治
体

等
へ

の
対

応
○
復
旧
資
材
の
調

達
・

輸
送

・
応

援
依
頼
他

○
衛
星
携
帯
電
話

に
よ

る
情

報
連

絡
○
災
害
用
備
蓄
品

（
非

常
食

）
の

調
理
・
融
通
訓
練

○
当

社
全

事
業

所
（

約
４

０
事

業
所

）
○

協
力

会
社

（
６

社
）

1
,
0
0
0
中

国
電

力
株

式
会

社

岡
山

県
水

害
特

別
防

災
訓
練

平
成
2
4
年
6
月
6
日

平
成
2
3
年

台
風
第
1
2
号

平
成
2
3
年
台
風
第
1
2
号
の
岡
山
県
内

で
の
被
害

訓
練
の
ポ
イ
ン
ト

○
平
成
2
3
年
台

風
第

1
2
号

で
の

課
題

に
対
す
る
改
善
点

の
検

証

主
な
訓
練
項
目

○
各
種
情
報
の
収

集
・

分
析

・
伝

達
報
告
等
に
よ
る
情

報
の

共
有

○
防
災
体
制
の
段

階
的

移
行

（
強

化
）
と
災
害
対
策

本
部

等
の

設
置

・
運
営

○
避
難
勧
告
・
指

示
等

の
発

令
･
伝

達
と
避
難
所
の
開

設
等

○
災
害
発
生
時
の

人
命

救
助

を
主

体
と
し
た
応
急
対
処

準
備

○
県

内
市

町
村

○
県

内
消

防
本

部
○

防
災

関
係

機
関

（
自

衛
隊

、
気

象
台

、
中

国
地

方
整

備
局

、
赤

十
字

、
高

速
道

路
、

電
話

、
ガ

ス
、

Ｊ
Ｒ

）

全
５

２
機

関

7
0
0
岡

山
県

高
知

県
、

宿
毛

市
、

土
佐

清
水

市
、

四
万

十
市

、
大

月
町

、
三

原
村

、
黒

潮
町

高
知

県
総

合
防

災
訓

練
平
成
2
4
年
6
月
1
0
日

○
南
海
地

震
を
想
定
（
震
度
：
７
～

５
強
）

○
津
波
（
１
０
～
６
ｍ
）

○
風
水
害
（
１
時
間
：
６
０
～
７
０

ｍ
ｍ
・
２
４
時
間
：
３
０
０
ｍ
ｍ
を

越
え
る
雨
量
）

○
家
屋
が
多
数
倒
壊
、
土
砂
崩
れ
、

斜
面
崩
壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶

等
が
発
生

○
沿
岸
部
の
港
湾
・
海
岸
・
河
川
等

の
施
設
被
害
や
浸
水
被
害
が
発
生

○
緊
急
地
震
速
報

対
応

訓
練

○
情
報
収
集
伝
達

訓
練

○
道
路
啓
開
訓
練

○
交
通
規
制
訓
練

○
海
上
漂
流
者
救

出
訓

練
○
災
害
救
急
医
療

活
動

訓
練

○
埋
没
車
両
救
出

訓
練

○
孤
立
地
域
支
援

訓
練

○
水
防
工
法
訓
練

等

○
国

の
機

関
（

国
土

交
通

省
、

中
国

四
国

防
衛

局
等

、
１

３
機

関
）

○
地

方
公

共
団

体
（

高
知

県
、

宿
毛

市
等

、
７

機
関

）
○

関
係

団
体

等
（

高
知

県
水

難
救

済
会

等
、

５
０

機
関

）

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

4



主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
情

報
提

供
機

関
名

山
口
県

、
県

内
消
防

本
部

（
局
）

、
警

察
、
自

衛
隊
、
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ

山
口

県
大

規
模

災
害

救
助

救
急

機
関

等
合

同
実

働
訓

練

平
成
2
4
年
6
月
1
5
日

○
数
日
前
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
土

壌
雨
量
指

数
が
上
昇
し
て
い
る
中
、

南
海
ト
ラ

フ
を
震
源
と
す
る
Ｍ
９
．

０
の
巨
大

地
震
が
発
生
し
、
県
東
部

で
最
大
震

度
６
強
を
記
録
。

○
地
震
発

生
９
０
分
後
頃
か
ら
最
大

４
ｍ
程
度

の
津
波
が
到
達
。

地
震
や
津
波
に
よ
り
、
大
規
模
な
土

砂
崩
れ
や
家
屋
の
倒
壊
、
火
災
、
道

路
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
寸
断
な
ど
、
広
範
囲
で
被
害
が

発
生
。

○
実
働
訓
練

　
・
災
害
対
策
本

部
と

現
地

活
動

連
絡
本
部
に
お
け
る

情
報

共
有

　
・
消
防
、
警
察

、
自

衛
隊

、
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
等
の
地
上
部

隊
の

相
互

連
携

　
・
地
上
部
隊
と

航
空

隊
と

の
連

携
　
・
救
出
部
隊
と

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

と
の

連
携
　
等

○
図
上
訓
練

　
・
災
害
対
策
本

部
の

設
置

、
運

営
訓
練

　
・
災
害
情
報
等

の
収

集
、

伝
達

　
・
相
互
応
援
協

定
に

基
づ

く
市

町
と
の
応
援
体
制
の

確
認

　
等

○
実

働
訓

練
　

・
消

防
本

部
（

局
）

、
県

警
察

本
部

、
陸

上
自

衛
隊

第
1
7
普

通
科

連
隊

、
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
、

消
防

防
災

航
空

セ
ン

タ
ー

、
消

防
学

校
○

図
上

訓
練

　
・

県
（

関
係

部
局

、
関

係
出

先
機

関
）

、
県

警
察

本
部

、
陸

上
自

衛
隊

第
1
7
普

通
科

連
隊

、
県

内
市

町

約
2
6
0
山

口
県

中
国

四
国

産
業

保
安

監
督

部

通
報

訓
練

平
成
2
4
年
7
月
3
1
日

管
内
　
震

度
５
弱
の
地
震
発
生

具
体
的
被
害
想
定
は
な
し

○
被
災
情
報
の

収
集

・
伝

達
担
当
者
が
事
業

者
か

ら
受

け
た

被
災

情
報
を
防
災
携

帯
の

メ
ー

ル
機

能
を

使
用
し
て
、
担

当
者

→
各

課
長

→
部

長
へ
伝
達
す
る

。

当
機

関
内

部
の

み
で

実
施

2
0
中

国
四

国
産

業
保

安
監

督
部

山
口

県
、

県
内

消
防

本
部

（
局

）
、

警
察

、
自

衛
隊

、
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ

第
1
回

中
国

地
測

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
8
月
1
日

○
広
島
県

震
度
6
強

○
安
否
確
認
訓
練

○
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー

コ
ー

ル
安

否
確
認
シ
ス
テ
ム
の

訓
練

○
災
害
用
伝
言
板

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
訓
練

○
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（
固

定
電

話
）

○
災
害
対
策
図
作

成
訓

練

国
土

地
理

院

国
土

地
理

院
S
A
R
伝

送
訓

練
平
成
2
4
年
8
月
2
日

○
中
国
地
方
整
備

局
と

の
訓

練
○
S
A
R
画
像
伝
送
訓

練
（

国
土

地
理

院
の
撮
影
し
た

画
像

を
地

方
整

備
局

で
受
信
可
能
か

、
受

信
可

能
な

容
量

及
び
時
間
並
び

に
距

離
の

確
認

）

○
中

国
地

方
測

量
部

○
中

国
地

方
整

備
局

国
土

地
理

院

東
広

島
市

東
広

島
市

総
合

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
8
月
2
2
日

○
直
下
型

地
震
を
想
定
（
東
広
島

市
：
震
度
６
強
）

○
台
風
接
近
に
伴
う
集
中
豪
雨

○
家
屋
倒
壊
、
道
路
が
寸
断
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
、
土
砂
崩
れ
等
が

発
生

○
災
害
対
策
本
部

設
置

・
運

営
訓

練
○
避
難
誘
導
訓
練

○
行
方
不
明
者
の

捜
索

活
動

○
救
護
活
動

○
給
水
活
動

○
緊
急
道
路
の
確

保
○
緊
急
物
資
輸
送

等

○
国

の
機

関
（

国
交

省
中

国
地

方
整

備
局

等
、

４
機

関
）

○
地

方
公

共
団

体
（

広
島

県
、

東
広

島
市

）
○

関
係

団
体

等
（

西
日

本
電

信
電

話
㈱

、
芸

陽
バ

ス
㈱

等
、

５
５

機
関

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

中
国

地
方

非
常

通
信

協
議

会 （
事

務
局

：
中

国
総

合
通

信
局

）

災
害

対
策

用
移

動
通

信
機

器
搬

入
訓

練
平
成
2
4
年
8
月
2
3
日

山
口
県
に

お
い
て
設
定

災
害
復
旧
活
動
等
に
使
用
す
る
た
め

の
無
線
機
が
不
足

総
務
省
が
保
有
・

備
蓄

す
る

災
害

対
策
用
移
動
通
信
機

器
の

借
受

・
貸

付
の
手
順
確
認
訓
練

国
の

機
関

（
総

務
省

、
中

国
総

合
通

信
局

）
地

方
公

共
団

体
（

山
口

県
、

関
係

市
町

村
）

5
中

国
総

合
通

信
局

(
社
)
広
島

県
ト

ラ
ッ

ク
協

会

広
島

県
、

広
島

市
の

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
8
月
2
3
日

平
成
2
4
年
9
月
1
日

日
通
、
福
通
地
元

ト
ラ

ッ
ク

事
業

煮
に
よ
る
緊
急
物
資

搬
送

訓
練

①
広

島
県

、
福

山
市

が
中

心
と

な
っ

た
県

内
防

災
訓

練
②

広
島

市
防

災
訓

練

7
～

8
中

国
ト

ラ
ッ

ク
協

会

5



主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
情

報
提

供
機

関
名

山
口
県

防
災

会
議
、

岩
国

市
防
災

会
議
、
和

木
町

防
災
会

議

2
0
1
2
年

山
口

県
総
合

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
8
月
2
6
日

本
県
で
想
定
さ
れ
る
大
規
模
災
害
の

類
型
に
応

じ
、
沿
岸
部
で
は
海
溝
型

（
南
海
ト

ラ
フ
）
地
震
を
、
内
陸
部

で
は
直
下

型
（
大
竹
断
層
）
地
震
を

想
定
。

○
南
海
ト

ラ
フ
地
震

　
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
域
と
す
る
Ｍ

９
．
０
の

巨
大
地
震
が
発
生
し
、
地

震
発
生
９

０
分
後
頃
か
ら
最
大
３

メ
ー
ト
ル

程
度
の
津
波
が
到
達
。

○
大
竹
断

層
地
震

　
大
竹
断

層
を
震
源
と
す
る
Ｍ
７
．

２
の
地
震

が
発
生
。

地
震
や
津
波
に
よ
り
、
大
規
模
な
土

砂
崩
れ
や
家
屋
の
倒
壊
、
火
災
、
道

路
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
寸
断
な
ど
、
広
範
囲
で
被
害
が

発
生
。

○
大
規
模
災
害
を

想
定

し
た

複
数

市
町
に
よ
る
広
域
的

な
訓

練
の

実
施

○
津
波
を
想
定
し

た
避

難
訓

練
の

実
施 　
・
沿
岸
部
市
街

地
で

の
住

民
避

難
訓
練

　
・
防
災
教
育
と

リ
ン

ク
し

た
中

学
生
の
避
難
訓
練

○
広
域
相
互
応
援

協
定

に
基

づ
く

近
隣
県
等
と
の
連
携

○
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等
の
災

害
医

療
機

関
と

救
助
機
関
の
連
携
強

化

○
山

口
県

、
岩

国
市

、
和

木
町

○
消

防
、

警
察

、
自

衛
隊

、
海

上
保

安
庁

○
医

療
機

関
（

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

）
○

消
防

団
、

自
主

防
災

組
織

・
自

治
会

○
関

係
機

関
・

団
体

（
気

象
、

電
気

、
通

信
、

建
設

、
水

道
、

運
輸

　
等

）

約
1
,
4
0
0
山

口
県

中
国

総
合

通
信

局
移

動
電

源
車

に
よ
る

電
力

供
給

訓
練

（
山

口
県

総
合

防
災

訓
練

に
お

い
て

実
施

）

平
成
2
4
年
8
月
2
6
日

震
源
域
：

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と

す
る
M
9
.
0
巨
大
地
震
　
等

停
電
等
に
よ
り
電
力
供
給
が
停
止

し
、
通
信
設
備
等
の
機
能
が
喪
失

移
動
電
源
車
に
よ

り
通

信
設

備
等

へ
電
力
を
供
給
す
る

訓
練

を
実

施
中

国
総

合
通

信
局

、
山

口
県

4
中

国
総

合
通

信
局

中
国

四
国

産
業

保
安

監
督

部

安
否

確
認

訓
練

平
成
2
4
年
8
月
3
0
日

管
内
　
震

度
６
強
の
地
震
発
生

具
体
的
被
害
想
定
は
な
し

○
経
済
省
の
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
を

使
用
し
て
各
職

員
が

各
自

の
安

否
報

告
を
行
い
、
管

理
職

が
確

認
を

行
う
。

当
機

関
内

部
の

み
で

実
施

3
7
中

国
四

国
産

業
保

安
監

督
部

内
閣

官
房

「
防

災
の

日
」

政
府

調
査

団
派

遣
等

訓
練

（
広

域
医

療
医

療
搬

送
訓

練
）

平
成
2
4
年
9
月
1
日

○
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大

地
震
発
生

（
細
部
想
定
な
し
。
）

○
四
国
近
海
に
お
い
て
大
規
模
な
被

害
が
発
生

○
政
府
調
査
団
等

派
遣

訓
練

○
地
震
災
害
応
急

対
応

訓
練

○
広
域
医
療
搬
送

訓
練

○
国

の
機

関
（

内
閣

官
房

、
内

閣
府

、
総

務
省

消
防

庁
、

文
部

科
学

省
、

厚
生

労
働

　
　

　
　

　
　

省
、

国
土

交
通

省
、

海
上

保
安

庁
、

防
衛

省
、

D
M
A
T
事

務
局

、
宇

宙
　

　
　

　
　

　
航

空
研

究
開

発
機

構
　

ほ
か

）
○

地
方

公
共

団
体

（
鳥

取
県

、
山

口
県

、
徳

島
県

、
香

川
県

、
愛

媛
県

、
高

知
県

、
　

　
　

　
　

　
　

福
岡

県
、

熊
本

県
、

大
分

県
、

宮
崎

県
　

ほ
か

）

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

広
島

県
、

福
山

市
広

島
県

総
合

防
災
訓

練
平
成
2
4
年
9
月
1
日

○
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
と
す
る
Ｍ

９
．
０
の
地
震
発
生

（
福
山
市
：
震
度
６
強
）

○
地
震
に
伴
う
津
波
発
生
（
福
山

市
：
３
．
３
ｍ
）

○
家
屋
が
多
数
倒
壊
、
土
砂
崩
れ
、

斜
面
崩
壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶

等
が
発
生

○
災
害
対
策
本
部

設
置

・
運

営
訓

練
○
情
報
収
集
訓
練

○
避
難
所
開
設
訓

練
○
消
火
・
救
助
・

避
難

訓
練

○
応
急
救
護
所
開

設
・

活
動

訓
練

○
水
難
救
助
訓
練

○
倒
壊
家
屋
救
助

訓
練

○
道
路
啓
開
訓
練

○
緊
急
援
助
物
輸

送
訓

練

○
国

の
機

関
（

国
土

交
通

省
中

国
地

方
整

備
局

等
、

６
機

関
）

○
地

方
公

共
団

体
（

広
島

県
、

福
山

市
等

）
○

関
係

団
体

等
（

福
山

通
運

㈱
、

中
国

電
力

㈱
、

広
島

県
ト

ラ
ッ

ク
協

会
等

、
７

０
機

関
）

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

愛
媛

県
、

今
治

市
、

新
居

浜
市

、
西

条
市

、
四

国
中

央
市

、
上

島
町

愛
媛

県
総

合
防

災
訓

練
平
成
2
4
年
9
月
1
日

○
高
知
沖

を
震
源
と
す
る
地
震
発
生

　
（
細
部
想
定
な
し
。
）

○
火
災
、
家
屋
倒
壊
、
土
砂
崩
れ
、

津
波
に
よ
る
浸
水
、
イ
ン
フ
ラ
の
寸

断
等
が
発
生

○
四
国
中
央
市
に
お
い
て
、
孤
立
住

民
が
発
生

○
災
害
対
策
本
部

訓
練

○
津
波
避
難
訓
練

○
救
出
・
救
護
訓

練
○
情
報
収
集
・
伝

達
訓

練
○
避
難
所
開
設
・

運
営

訓
練

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

確
保

訓
練

○
救
援
物
資
供
給

訓
練

○
交
通
応
急
対
策

訓
練

○
国

の
機

関
（

四
国

地
方

整
備

局
等

、
４

機
関

）
○

地
方

自
治

体
（

愛
媛

県
、

今
治

市
、

西
条

市
等

、
１

１
機

関
）

○
関

係
団

体
等

（
愛

媛
県

医
師

会
、

西
日

本
電

信
㈱

愛
媛

支
部

等
、

１
１

３
機

関
）

5
,
7
0
0

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

6



主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
情

報
提

供
機

関
名

国
土
交

通
省
、
岡

山
県
、
岡

山
市

大
規

模
津

波
防

災
総

合
訓

練
平
成
2
4
年
9
月
2
日

○
震
源
域
：
南
海
ト
ラ
フ
と
す
る

M
9
.
0
巨
大

地
震

○
震
度
：

岡
山
県
内
で
震
度
６
強
を

観
測

○
津
波
：

岡
山
県
沿
岸
部
に
３
～
５

ｍ
の
津
波

来
襲

○
岡
山
県
南
部
で
液
状
化
、
土
砂
崩

れ
、
家
屋
倒
壊
、
建
物
火
災
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
等
が
発
生

○
岡
山
県
沿
岸
部
の
港
湾
・
海
岸
・

河
川
等
の
施
設
被
害
や
浸
水
被
害
が

発
生

○
津
波
情
報
収
集

伝
達

訓
練

○
住
民
避
難
訓
練

○
被
害
情
報
収
集

伝
達

訓
練

○
津
波
浸
水
の
排

除
訓

練
○
道
路
障
害
物
撤

去
・

啓
開

訓
練

○
洋
上
漂
着
者
の

救
助

訓
練

○
港
湾
に
お
け
る

航
路

啓
開

訓
練

○
救
護
・
救
出
・

救
護

所
開

設
訓

練
○
河
川
・
道
路
・

港
湾

の
応

急
復

旧
訓
練

○
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

災
害

対
応

訓
練

○
支
援
物
資
等
輸

送
訓

練
○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

復
旧

訓
練

○
緊
急
災
害
対
策

派
遣

隊
（

T
E
C
-

F
O
R
C
E
）
訓
練

○
国

の
機

関
（

中
国

地
方

整
備

局
　

他
２

６
機

関
）

○
地

方
公

共
団

体
（

岡
山

県
、

岡
山

市
　

他
１

５
機

関
）

○
関

係
団

体
（

赤
十

字
、

病
院

、
看

護
、

医
師

、
福

祉
、

放
送

局
、

高
速

道
路

、
電

話
、

ガ
ス

、
水

難
救

済
、

石
油

、
無

線
、

警
備

、
建

設
業

、
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

、
建

築
士

、
ト

ラ
ッ

ク
、

旅
客

船
、

埋
立

浚
渫

等
の

会
社

・
協

会
　

全
５

２
機

関
）

○
中

国
地

方
の

防
災

に
関

す
る

連
絡

会

7
,
0
0
0
中

国
地

方
整

備
局

日
本

貨
物

鉄
道

株
式

会
社

関
西

支
社

広
島

支
店

非
常

招
集

訓
練

平
成
2
4
年
9
月
3
日

○
震
源
：

呉
沖
の
安
芸
灘

○
震
度
：
管
内
最
大
震
度
６
強

○
鉄
道
関
係
：
複
数
の
列
車
が
脱
線

○
非
常
連
絡
体

制
に

よ
る

伝
達

訓
練

○
社
員
・
家
族
の

安
否

及
び

家
屋

等
の
被
災
状
況
確
認

○
日

本
貨

物
鉄

道
株

式
会

社
（

関
西

支
社

広
島

支
店

）
1
6
日

本
貨

物
鉄

道
(
株

)
関

西
支

社

本
州

四
国

連
絡

高
速

道
路

株
式

会
社

会
社

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
9
月
3
日

○
震
源
：

東
南
海
・
南
海
地
震

○
震
度
：
６
強
（
早
島
、
向
島
Ｉ
Ｃ

計
測
震
度
６
.
０
）

○
津
波
：
大
津
波
警
報
発
令

○
瀬
戸
中
央
、
西
瀬
戸
自
動
車
道

全
線
通
行
止
め

○
法
面
崩
落

○
休
憩
施
設
損
傷
（
ケ
ガ
人
あ
り
）

○
料
金
所
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン

○
庁
舎
停
電

○
関
係
機
関
連
絡

先
等

確
認

訓
練

○
社
員
等
安
否
確

認
訓

練
○
情
報
収
集
伝
達

訓
練

○
通
行
止
め
手
順

訓
練

○
状
況
把
握
点
検

等
手

順
確

認
訓

練
○
応
急
復
旧
手
順

確
認

訓
練

○
Ｂ
Ｗ
Ｂ
（
防
災

掲
示

板
）

使
用

確
認
訓
練

○
現
場
映
像
伝
送

装
置

の
操

作
確

認
訓
練

○
本

州
四

国
連

絡
高

速
道

路
(
株

)
○

グ
ル

ー
プ

会
社

○
そ

の
他

防
災

業
務

協
力

業
者

3
7
0

本
四

高
速

日
本

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
ガ

ス
協

会
中

国
支

部

防
災

緊
急

連
絡

通
報

訓
練

平
成
2
4
年
9
月
3
日

○
島
根
県

西
部
に
お
い
て
震
度
６
強

の
地
震
が
発
生

○
浜
田
市
周
辺
の
簡
易
ガ
ス
団
地
で

大
き
な
被
害
が
発
生

○
要
請
に
よ
り
、
復
旧
の
た
め
の
資

材
、
要
員
等
を
派
遣
す
る

簡
易
ガ
ス
団
地
で
、
地
震
に
よ
り
導

管
が
破
損
し
、
供
給
支
障
が
発
生

○
予
め
作
成
し
て

い
る

緊
急

連
絡

系
統
図
に
従
っ
て
、

協
会

支
部

か
ら

３
～
５
事
業
所
経
由

で
最

終
事

業
所

ま
で
順
次
通
報
文
書

(
派

遣
要

請
)
を

伝
達
し
て
い
く

○
訓
練
実
施
後
、

最
初

の
情

報
発

信
か
ら
最
終
事
業
所

の
受

信
ま

で
の

所
要
時
間
を
協
会
支

部
が

ま
と

め
る

簡
易

ガ
ス

事
業

者
１

５
０

社
、

２
０

９
事

業
所

5
0
0
日

本
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ガ
ス

協
会

中
国

支
部

中
国

運
輸

局
中

国
運

輸
局

防
災
訓

練
平
成
2
4
年
9
月
1
1
日

○
震
源
域

：
南
海
ト
ラ
フ
と
す
る

M
9
.
0
巨
大
地
震

○
震
度
：
尾
道
市
、
福
山
市
、
呉

市
、
岡
山
市
及
び
倉
敷
市
で
震
度
６

強
を
観
測

○
津
波
：
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
３
～

３
．
９
の
津
波
来
襲

○
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
に
甚
大
な
被

害
が
発
生

○
沿
岸
地
域
の
諸
施
設
は
一
部
冠
水

○
初
動
体
制
確
立

・
情

報
伝

達
・

情
報
収
集
訓
練

・
庁
舎
の
被
害
状

況
と

来
訪

者
の

被
災
状
況
の
把
握

・
各
交
通
機
関
の

運
行

状
況

と
事

業
施
設
、
利
用
者
等

の
被

災
状

況
の

把
握 ・
本
省
等
関
係
機

関
、

関
係

団
体

、
報
道
機
関
等
と
の

連
携

○
本
省
へ
の
災
害

情
報

報
告

訓
練

○
マ
ス
コ
ミ
に
対

す
る

広
報

実
施

訓
練

○
国

の
機

関
（

本
省

各
７

局
、

中
国

地
方

整
備

局
、

広
島

地
方

気
象

台
、

近
畿

運
輸

局
、

神
戸

運
輸

監
理

部
、

四
国

運
輸

局
、

九
州

運
輸

局
、

中
国

運
輸

局
）

○
関

係
団

体
（

１
１

団
体

）
○

関
係

事
業

者
等

（
２

３
事

業
者

）

1
1
0
中

国
運

輸
局

7



主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
情

報
提

供
機

関
名

K
D
D
I
運
用

本
部

３
連

動
地

震
災

害
対

策
訓

練
平
成
2
4
年
9
月
1
4
日

○
震
源
域
：
南
海
ト
ラ
フ
と
す
る
巨

大
地
震

○
想
定
：

平
日
昼
間
に
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震

が
発
生
、
各
エ
リ
ア
（
名

古
屋
、
大

阪
、
広
島
、
高
松
）
へ
の

引
き
込
み

回
線
が
全
断
し
孤
立
。
東

西
伝
送
路

断
に
よ
り
、
北
陸
、
福

岡
、
沖
縄

へ
の
被
害
が
拡
大
し
、
西

日
本
の
サ

ー
ビ
ス
が
壊
滅
状
態
。

○
震
度
：

広
島
県
一
部
で
震
度
６
弱

を
観
測
、

岡
山
県
一
部
で
震
度
６
強

を
観
測
、

山
口
県
一
部
で
震
度
５
強

を
観
測

○
津
波
：

各
県
に
下
記
予
想
最
高
津

波
が
来
襲

　
広
島
県
沿
岸
部
に
３
．

６
ｍ
（
市

内
水
位
１
ｍ
）
、
岡
山
県

沿
岸
部
に

３
．
７
ｍ
（
市
内
水
位

２
．
６
ｍ

）
、
山
口
県
沿
岸
部
に

３
．
９
ｍ

○
広
島
県
南
部
、
岡
山
県
南
部
で
地

震
に
よ
る
通
信
線
断
に
よ
る
途
絶
発

生 ○
広
島
県
南
部
、
岡
山
県
南
部
で
津

波
に
よ
る
市
内
浸
水
被
害
と
復
旧
作

業
中
断
。

■
地
震
発
生
か
ら

６
時

間
後

ま
で

を
想
定

○
津
波
情
報
収
集

伝
達

訓
練

○
被
害
情
報
収
集

伝
達

訓
練

○
津
波
浸
水
の
防

諜
板

設
置

訓
練

○
け
が
人
の
救
護

訓
練

○
非
常
食
物
資
等

輸
送

訓
練

○
移
動
基
地
局
車

両
、

電
源

車
の

津
波
避
難
訓
練

K
D
D
I
社

内
、

関
係

会
社

1
0
0
K
D
D
I
(
株

)

中
国

運
輸

局
中

国
運

輸
局

職
員
安

否
訓

練
平
成
2
4
年
9
月
2
2
日

○
勤
務
時
間
外
に

お
け

る
通

信
手

段
の
確
保
・
点
検
訓

練
○

中
国

運
輸

局
管

内
全

職
員

4
0
0
中

国
運

輸
局

K
D
D
I
広

島
T
C
,
高
松

T
C

伝
送

、
交

換
担

当
駆

付
け

訓
練

平
成
2
4
年
9
月
2
6
日

○
震
源
域

：
南
海
ト
ラ
フ
と
す
る
巨

大
地
震

高
松
T
C
保
守
エ
リ
ア
で
障
害
が
多

発
、
保
守
要
員
の
増
員
が
必
要
と
判

断
し
、
広
島
T
C
へ
応
援
を
要
請
。

○
四
国
エ
リ
ア
で
甚
大
が
被
害
が
発

生
、
高
松
T
C
要
員
で
は
対
応
で
き

ず
、
広
島
T
C
へ
応
援
要
請

○
高
松
T
C
が
運

用
要

員
不

足
と

な
っ

た
た
め
、
広
島
T
C
か

ら
即

戦
力

と
な

る
伝
送
、
交
換
業

務
の

熟
練

者
が

高
松
T
C
へ
駆
付
け

、
故

障
復

旧
対

応
を

行
な
っ
た
。

K
D
D
I
社

内
（

高
松

T
C
,
広

島
T
C
）

1
0
K
D
D
I
(
株

)

和
歌

山
県

道
路

啓
開

用
重

機
輸

送
・

応
急

仮
設

橋
設

置
・

人
員

輸
送

訓
練

平
成
2
4
年
9
月
2
7
日

天
候
不
良
に
よ
り
取
り

止
め

○
和
歌
山
県
潮
岬
沖
で
地
震
が
発
生

　
（
新
宮
市
、
串
本
市
：
震
度
７
）

○
地
震
に
伴
う
津
波
発
生

（
串
本
、
那
智
勝
浦
：
１
３
ｍ
）

○
孤
立
住
民
、
２
橋
が
流
出
が
発
生

○
道
路
啓
開
用

重
機

輸
送

○
応
急
仮
設
橋
設

置
○
人
員
輸
送
訓
練

○
国

の
機

関
（

国
土

交
通

省
、

防
衛

省
自

衛
隊

）
○

地
方

公
共

団
体

（
和

歌
山

県
、

串
本

町
、

那
智

勝
浦

町
）

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

K
D
D
I
広

島
T
C
,
高
松

T
C

第
2
回

中
国

地
測

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
0
月
1
日

○
広
島
県

震
度
6
強

○
安
否
確
認
訓
練

○
緊
急
連
絡
網
に

よ
る

安
否

確
認

シ
ス
テ
ム
の
訓
練

○
災
害
用
伝
言
板

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
訓
練

○
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（
固

定
電

話
）

○
携
帯
メ
ー
ル
撮

影
及

び
送

信
、

電
子
国
土
へ
の
掲
載

訓
練

○
中

国
地

方
測

量
部

国
土

地
理

院

備
讃

海
域

排
出

油
等

防
除

協
議

会
連

合
会

（
第

六
管

区
海

上
保

安
本

部
）

備
讃

海
域

排
出

油
等

防
除

協
議

会
連

合
会

実
働

訓
練

平
成
2
4
年
1
0
月
3
日

事
故
等
に

よ
る
海
上
へ
の
大
量
油
流

出
広
範
囲
な
油
の
流
出
、
沿
岸
部
等
へ

の
漂
着
　
等

・
情
報
伝
達
訓
練

・
オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
展

張
訓

練
【

備
讃

海
域

排
出

油
等

防
除

協
議

会
連

合
会

】
○

国
の

機
関

（
海

上
保

安
庁

、
中

国
運

輸
局

等
）

○
地

方
公

共
団

体
（

県
、

市
、

警
察

、
消

防
等

）
○

関
係

団
体

等

1
0
0
第

六
管

区
海

上
保

安
本

部
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主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
情

報
提

供
機

関
名

岡
山
県

原
子

力
防

災
訓

練
平
成
2
4
年
1
0
月
4
日

○
（
独
）
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
人
形
峠

環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ウ

ラ
ン
濃
縮

原
型
プ
ラ
ン
ト
に
お
い

て
、
電
気

火
災
に
よ
り
配
管
が
破
損

し
六
フ
ッ

化
ウ
ラ
ン
（
放
射
性
物

質
）
が
漏

え
い
し
、
施
設
外
へ
放
出

さ
れ
る
。

（
原
災
法
第
1
0
条
事
象
）

○
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
の
従

業
員
に
負
傷
者
2
名
が
発
生
。
う
ち
1

人
は
内
部
被
ば
く
の
お
そ
れ
あ
り
。

○
隣
接
す
る
見
学
施
設
に
1
0
名
程
度

の
見
学
者
が
取
り
残
さ
れ
る
。

○
事
故
発
生
通
報

伝
達

訓
練

○
参
集
訓
練

○
岡
山
県
危
機
管

理
チ

ー
ム

会
議

設
置
・
運
営
訓
練

○
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

協
議
訓
練

○
現
地
事
故
対
策

連
絡

会
議

設
置

・
運
営
訓
練

○
プ
レ
ス
発
表
訓

練
○
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

［
緊

急
時

迅
速

放
射
能
影
響
予
測
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ
ム
］
操
作
訓
練

○
救
急
搬
送
訓
練

○
緊
急
時
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
訓

練
○
住
民
広
報
訓
練

○
交
通
規
制
訓
練

○
避
難
所
開
設
訓

練
○
救
護
所
開
設
訓

練
○
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
訓

練
○
除
染
訓
練

○
国

の
機

関
（

上
斎

原
原

子
力

規
制

事
務

所
、

陸
上

自
衛

隊
第

１
３

特
科

隊
）

○
地

方
公

共
団

体
（

岡
山

県
、

鳥
取

県
、

鏡
野

町
、

三
朝

町
）

○
警

察
・

消
防

（
岡

山
県

警
、

鳥
取

県
警

、
津

山
圏

域
消

防
組

合
、

鳥
取

中
部

ふ
る

さ
と

広
域

連
合

消
防

局
）

○
関

係
団

体
（

津
山

中
央

病
院

、
（

独
）

国
立

病
院

機
構

岡
山

医
療

セ
ン

タ
ー

、
（

独
）

原
子

力
安

全
基

盤
機

構
、

（
独

）
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

人
形

峠
環

境
技

術
セ

ン
タ

ー
）

1
2
0
岡

山
県

K
D
D
I
広

島
T
C
,
高
松

T
C

移
動

基
地

局
駆

付
け

応
援

訓
練

平
成
2
4
年
1
0
月
1
1
日

○
震
源
域

：
南
海
ト
ラ
フ
と
す
る
巨

大
地
震

高
松
T
C
保
守
エ
リ
ア
の
高
知
県
基
地

局
が
被
災
、
広
島
T
C
へ
移
動
基
地
局

の
応
援
要
請
を
発
動
。

○
四
国
エ
リ
ア
で
甚
大
が
被
害
が
発

生
、
避
難
所
が
開
設
さ
れ
て
い
る
高

知
県
南
国
市
の
基
地
局
「
南
国
局
」

が
被
災
。

南
国
局
付
近
に
避

難
所

が
開

設
さ

れ
る
も
、
津
波
に
よ

り
基

地
局

が
停

止
し
た
た
め
、
高
松

T
C
か

ら
の

要
請

を
請
け
、
広
島
T
C
か

ら
移

動
基

地
局

を
出
動
、
基
地
局
の

立
上

げ
を

行
な

っ
た

K
D
D
I
社

内
（

高
松

T
C
,
広

島
T
C
）

、
高

知
県

包
括

業
者

1
5
K
D
D
I
(
株

)

Ｎ
Ｔ

Ｔ
・

ド
コ

モ
中

国
支

社

Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド

コ
モ

中
国

支
社

グ
ル

ー
プ

総
合

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
0
月
1
6
日

宍
道
断
層

を
震
源
と
す
る
ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ

ﾄ
ﾞ
7
.
1
の
陸

域
地
震
が
発
生
｡
最
大
震

度
7
が
松
江

市
街
地
の
北
方
付
近
に

点
在
｡

1
千
人
を
超
す
人
的
被
害
と
1
万
棟
を

超
え
る
建
物
被
害
､
並
び
に

　
ﾗ
ｲ
ﾌ
ﾗ
ｲ
ﾝ
施
設
に
も
大
き
な
被
害
が

発
生

○
情
報
伝
達
訓
練

○
民
間
ヘ
リ
に
よ

る
被

災
地

情
報

収
集 ○
陸
上
自
衛
隊
に

よ
る

災
害

対
策

機
器
搬
送
訓
練

○
電
力
応
急
対
策

訓
練

○
基
地
局
応
急
対

策
訓

練
な
ど

・
陸

上
自

衛
隊

第
１

３
旅

団
・

Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド

コ
モ

中
国

支
社

グ
ル

ー
プ

会
社

、
ド

コ
モ

モ
バ

イ
ル

社
・

Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ

ル
ー

プ
会

社

1
4
0
程

度
Ｎ

Ｔ
Ｔ

・
ド

コ
モ

中
国

支
社

愛
媛

県
愛

媛
県

原
子

力
防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
0
月
2
3
日

○
地
震
発

生
し
、
運
転
中
の
伊
方
原

発
全
基
の
原
子
炉
が
自
動
停
止
し
た

後
、
全
交
流
電
を
喪
失
し
た
事
態
が

発
生
。

○
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
放
射
性
物

質
の
放
出
に
よ
る
影
響
が
発
電
所
周

辺
地
域
に
及
ぶ
お
そ
れ
が
生
起
。

○
地
震
に
よ
る
道
路
被
害
な
ど
一
部

複
合
被
害
を
想
定

○
緊
急
時
通
信
連

絡
訓

練
○
緊
急
時
環
境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
訓

練
○
災
害
広
報
訓
練

○
災
害
対
策
本
部

設
置

訓
練

○
オ
フ
サ
イ
ト
セ

ン
タ

ー
運

営
訓

練
○
緊
急
被
ば
く
医

療
活

動
訓

練
○
自
衛
隊
等
災
害

派
遣

要
請

訓
練

○
住
民
避
難
・
誘

導
訓

練
○
交
通
規
制
訓
練

○
発
電
所
な
い
緊

急
時

対
応

訓
練

○
指

定
行

政
機

関
（

原
子

力
規

制
委

員
会

）
○

指
定

地
方

行
政

機
関

等
（

伊
方

原
子

力
規

制
事

務
所

等
、

７
機

関
）

○
地

方
公

共
団

体
（

愛
媛

県
、

徳
島

県
、

香
川

県
、

松
山

市
、

等
４

０
機

関
）

○
指

定
公

共
機

関
（

日
本

赤
十

字
社

愛
媛

県
支

部
等

、
５

機
関

）
○

指
定

地
方

公
共

機
関

等
（

社
団

法
人

愛
媛

県
医

師
会

等
、

８
機

関
）

○
公

共
団

体
等

（
市

立
八

幡
浜

総
合

病
院

等
、

９
機

関
）

○
原

子
力

事
業

者
（

四
国

電
力

株
式

会
社

）

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

9



主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
情

報
提

供
機

関
名

岡
山
県

石
油

コ
ン
ビ

ナ
ー

ト
等
防

災
本

部
（
本

部
長
：
岡

山
県

知
事
）

水
島

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

総
合

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
0
月
2
3
日

○
震
源
域
：
南
海
ト
ラ
フ
震
源
域
と

す
る
M
9
.
0
規
模
の
巨
大
地
震

○
震
度
：

岡
山
県
内
で
震
度
６
強
を

観
測

○
津
波
：

地
震
発
生
の
約
３
時
間
３

０
分
後
に

、
３
～
４
ｍ
の
津
波
が
襲

来

○
津
波
襲
来
中
に
危
険
物
屋
外
タ
ン

ク
弁
配
管
が
破
損
し
副
成
燃
料
が
漏

洩
し
火
災

○
防
油
の
破
損
に
よ
り
、
副
生
燃
料

の
一
部
が
海
上
へ
流
出

○
津
波
か
ら
の
避
難
中
に
負
傷
者
数

名 ○
火
災
拡
大
の
恐
れ
で
地
域
住
民
へ

の
避
難
勧
告

○
防
災
活
動
中
の
自
衛
防
災
隊
員
十

数
名
が
熱
傷

○
地
震
・
津
波
情

報
収

集
及

び
避

難
訓
練

○
防
災
へ
り
に
よ

る
情

報
収

集
○
事
故
発
生
通
報

伝
達

訓
練

○
自
衛
防
災
隊
・

公
設

消
防

隊
・

共
同
防
災
隊
の
出
動

及
び

防
災

訓
練

○
警
察
、
消
防
及

び
事

業
所

に
よ

る
現
地
指
揮
本
部
の

設
置

訓
練

○
放
水
訓
練

○
救
出
救
護
訓
練

○
ガ
ス
検
知
訓
練

○
防
災
相
互
無
線

に
よ

る
指

揮
訓

練
○
住
民
避
難
広
報

訓
練

○
国

の
機

関
（

水
島

海
上

保
安

部
、

岡
山

労
働

局
）

○
地

方
公

共
団

体
（

岡
山

県
、

岡
山

県
警

察
、

倉
敷

市
、

倉
敷

市
消

防
局

）
○

関
係

団
体

（
日

本
赤

十
字

社
岡

山
県

支
部

）
○

水
島

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

地
区

保
安

防
災

協
議

会
○

旭
化

成
ケ

ミ
カ

ル
ズ

株
式

会
社

水
島

製
造

所

5
0
0
岡

山
県

兵
庫

県
、

福
井

県
、

三
重

県
、

滋
賀

県
、

京
都

府
、

大
阪

府
、

奈
良

県
、

和
歌

山
県

、
徳

島
県

近
畿

府
県

合
同

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
0
月
2
8
日

○
潮
岬
沖

を
震
源
と
す
る
Ｍ
９
．
０

の
地
震
発
生

（
淡
路
島
：
震
度
７
、
神
戸
市
：
震

度
６
弱
）

○
津
波
の
発
生
も
想
定
（
細
部
想
定

な
し
。
）

○
広
範
囲
の
倒
壊
家
屋
、
火
災
、
津

波
被
害
、
漂
流
者
等
が
発
生

○
消
防
応
援
活
動

調
整

本
部

設
置

・
運
営
訓
練

○
危
険
物
災
害
対

応
訓

練
○
大
規
模
街
区
火

災
訓

練
○
倒
壊
家
屋
対
応

訓
練

○
情
報
収
集
訓
練

○
道
路
啓
開
訓
練

○
医
療
救
護
所
設

置
運

営
訓

練
○
広
域
応
援
訓
練

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

復
旧

訓
練

○
孤
立
集
落
対
策

○
国

の
機

関
（

国
土

交
通

省
、

大
阪

航
空

局
等

、
５

機
関

）
○

地
方

自
治

体
（

兵
庫

県
、

福
井

県
、

神
戸

市
、

洲
本

市
等

、
１

７
機

関
）

○
関

係
団

体
等

（
兵

庫
県

災
害

医
療

セ
ン

タ
ー

、
兵

庫
県

医
師

会
等

、
７

７
機

関
）

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

「
と

っ
と

り
防

災
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
2
」

実
行

委
員

会

「
と

っ
と

り
防

災
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
2
」

平
成
2
4
年
1
0
月
2
8
日

○
震
源
：

鳥
取
沖
西
部
断
層
と
佐
渡

島
北
方
沖
断
層

○
震
度
：
管
内
最
大
震
度
６
強

○
津
波
：
津
波
高
：
７
．
５
９
ｍ
程

度
（
大
津
波
警
報
発
令
）

※
・
予
想
さ
れ
る
最
大
の
津
波
と
地

震
を
組
み
合
わ
せ

　
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

と
、
「
新
潟
県
佐
渡
北
方
沖
断
層

推
定
ﾓ
ｰ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄ
ﾞ
８
．
１
６
」

「
鳥
取
県
西
部
沖
断
層
　
推
定
ﾓ
ｰ
ﾒ
ﾝ

ﾄ
ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄ
ﾞ
７
．
０
５
」
で
あ
る

が
、
訓
練
上
で
は
鳥
取
県
西
部
沖
断

層
の
ﾓ
ｰ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄ
ﾞ
７
．
０
５
を

想
定
し
た
。

○
津
波
に
よ
る
浸
水

・
浸
水
想
定
範
囲
は
、
市
町
村
に
お

い
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
目
安

と
す
る
た
め
に
県
が
示
し
た
浸
水
予

測
の
内
、
浸
水
面
積
が
最
大
と
な
る

パ
タ
ー
ン
の
浸
水
予
測
図
を
活
用
す

る
。

■
実
働
機
関

○
救
助
救
出
訓
練

（
地

上
）

　
・
木
造
建
物
救

出
（

狭
隘

空
間

進
入
訓
練
等
）

　
・
耐
火
建
物
救

出
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト
破
壊
救
出
等
）

　
・
車
両
救
出
　

　
（

重
量

物
移

動
・
切
断
救
出
等

）
　
・
孤
立
者
救
助

　
（

ロ
ー

プ
レ

ス
キ
ュ
ー
等
）

○
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

救
助

訓
練

（
鳥

取
県
ヘ
リ
、
海
保
ヘ

リ
）

○
巡
視
船
に
よ
る

救
助

訓
練

・
漂
流
者
救
助
訓

練
・
ヘ
リ
着
船
訓
練

■
市
町
村

○
津
波
避
難
訓
練

(
西

部
9
市

町
村

)
○
炊
き
出
し
訓
練

○
情
報
伝
達
訓
練

1
5
,
0
0
0
鳥

取
県

呉
地

区
大

量
排

出
油

等
防

除
協

議
会

（
呉

海
上

保
安

部
）

竹
原

地
区

海
上

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
0
月
2
9
日

事
故
等
に

よ
る
海
上
へ
の
大
量
油
流

出
広
範
囲
な
油
の
流
出
、
沿
岸
部
等
へ

の
漂
着
　
等

・
情
報
伝
達
訓
練

・
オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
展

張
訓

練
【

呉
地

区
大

量
排

出
油

等
防

除
協

議
会

】
○

国
の

機
関

（
海

上
保

安
庁

、
中

国
運

輸
局

等
）

○
地

方
公

共
団

体
（

県
、

市
、

警
察

、
消

防
等

）
○

関
係

団
体

等

8
0
第

六
管

区
海

上
保

安
本

部
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主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
情

報
提

供
機

関
名

広
島
県

、
大

竹
市

広
島

県
石

油
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
等

総
合

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
0
月
3
0
日

○
地
震
（
震
度
６
強
）
発
生
（
細
部

想
定
な
し

。
）

○
製
造
工
場
の
原
料
の
漏
洩
、
安
全

装
置
の
故
障
、
漂
流
者
発
生
、
孤
立

者
等
が
発
生

○
ア
ン
モ
ニ
ア
漏

洩
想

定
訓

練
○
落
水
事
故
想
定

訓
練

○
ク
レ
ー
ン
オ
ペ

レ
ー

タ
救

出
訓

練
○
一
斉
放
水
に
よ

る
消

火
訓

練
等

○
地

方
自

治
体

（
広

島
県

、
山

口
県

、
大

竹
市

、
岩

国
市

等
、

５
機

関
）

○
関

係
団

体
等

（
大

竹
市

自
治

会
連

合
会

、
中

国
電

力
岩

国
発

電
所

等
、

４
０

機
関

）

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

総
務

省
消

防
庁

、
鳥

取
県

、
岡

山
県

等
１

２
機

関

中
国

・
四

国
ブ

ロ
ッ

ク
緊

急
消

防
援

助
隊

合
同

訓
練

平
成
2
4
年
1
1
月
1
～
2
日

○
山
口
県

山
口
市
を
震
源
と
す
る
直

下
型
地
震
を
想
定

（
震
度
：
６
強
）

○
津
波
の
発
生
も
想
定
（
規
模
の
想

定
な
し
。
）

○
地
震
に
よ
り
家
屋
倒
壊
、
火
災
、

地
滑
り
、
孤
立
者
等
が
発
生

○
災
害
情
報
収
集

・
伝

達
訓

練
○
津
波
漂
流
者
救

出
訓

練
○
多
重
衝
突
事
故

対
応

訓
練

○
特
殊
災
害
対
応

訓
練

○
危
険
物
火
災
防

御
訓

練
○
中
高
層
建
物
救

出
訓

練
○
土
砂
災
害
救
出

訓
練

○
大
規
模
火
災
消

火
訓

練
○
夜
間
活
動
訓
練

○
広
域
医
療
搬
送

訓
練

等

○
国

の
機

関
（

総
務

省
消

防
庁

）
○

地
方

自
治

体
（

鳥
取

県
、

島
根

県
、

山
口

市
、

防
府

市
等

）
○

関
係

団
体

等
（

日
本

レ
ス

キ
ュ

ー
協

会
、

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

指
定

医
療

機
関

等
）

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

中
国

総
合

通
信

局
移

動
電

源
車

に
よ
る

電
力

供
給

訓
練

（
中

国
・

四
国

ブ
ロ

ッ
ク

緊
急

消
防

援
助

隊
合

同
訓

練
に

お
い

て
実

施
）

平
成
2
4
年
1
1
月
2
日
予

定
震
源
域
：
山
口
県
山
口
市
を
震
源
と

す
る
直
下
型
地
震

停
電
等
に
よ
り
電
力
供
給
が
停
止

し
、
通
信
設
備
等
の
機
能
が
喪
失

移
動
電
源
車
に
よ

り
通

信
設

備
等

へ
電
力
を
供
給
す
る

訓
練

を
実

施
中

国
総

合
通

信
局

、
山

口
県

4
中

国
総

合
通

信
局

島
根

県
、

浜
田

市
平

成
2
4
年

度
島

根
県

総
合

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
1
月
4
日

○
訓
練
想
定
：
地
震
お
よ
び
津
波

＜
津
波
被

害
＞

・
浜
田
市

沖
合
の
断
層
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
.
3
規
模
の
地

震
発
生
。

地
震
に
よ
り
津
波
が
発
生

し
、
地
震

発
生
1
0
分
後
に
約
3
メ
ー

ト
ル
の
津

波
が
襲
来
。

＜
地
震
被

害
＞

・
浜
田
市

沿
岸
の
断
層
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
.
3
規
模
の
地

震
発
生
。

浜
田
市
で
は
震
度
7
を
観

測
。

○
地
震
に
よ
る
揺
れ
、
急
傾
斜
地
の

崩
壊
、
液
状
化
に
よ
り
建
物
の
崩
壊

が
発
生
。

○
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
話
等
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
も
多
大
な
被
害
が

発
生
。

○
火
災
が
発
生
し
、
延
焼
拡
大
。

○
死
傷
者
も
多
く
発
生
し
て
い
る
。

○
避
難
広
報
訓
練

○
住
民
避
難
訓
練

○
情
報
収
集
訓
練

○
避
難
所
の
開
設

・
運

営
訓

練
○
災
害
多
言
語
支

援
セ

ン
タ

ー
の

開
設
・
運
営
訓
練

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
開
設
・
運
営
訓
練

○
緊
急
発
電
訓
練

○
ガ
ス
機
器
設
置

訓
練

○
給
水
訓
練

○
道
路
応
急
復
旧

訓
練

○
炊
き
出
し
訓
練

○
通
信
応
急
復
旧

訓
練

○
地
上
偵
察
訓
練

○
道
路
啓
開
訓
練

○
津
波
漂
流
孤
立

者
救

助
訓

練
○
救
出
訓
練
（
車

両
）

○
応
急
救
護
所
の

開
設

・
運

営
訓

練
（
緊
急
血
液
輸
送

訓
練

）
○
緊
急
物
資
輸
送

訓
練

○
救
出
訓
練
（
被

災
家

屋
）

【
中

高
層
倒
壊
建
物
】

○
ト
リ
ア
ー
ジ
訓

練
○
救
出
訓
練
（
被

災
家

屋
）

【
木

造
倒
壊
建
物
】

○
孤
立
地
域
か
ら

の
救

助
訓

練
○
初
期
消
火
訓
練

○
火
災
防
御
訓

練

陸
上

自
衛

隊
出

雲
駐

屯
地

、
航

空
自

衛
隊

美
保

基
地

、
浜

田
海

上
保

安
部

、
第

八
管

区
海

上
保

安
本

部
美

保
航

空
基

地
、

松
江

地
方

気
象

台
、

中
国

総
合

通
信

局
、

国
土

交
通

省
中

国
地

方
整

備
局

浜
田

河
川

国
道

事
務

所
、

日
本

赤
十

字
社

島
根

県
支

部
、

益
田

赤
十

字
病

院
、

島
根

県
無

線
赤

十
字

奉
仕

団
、

島
根

県
赤

十
字

血
液

セ
ン

タ
ー

、
日

本
赤

十
字

社
島

根
県

支
部

浜
田

市
地

区
、

国
立

病
院

機
構

浜
田

医
療

セ
ン

タ
ー

、
那

賀
郡

医
師

会
、

島
根

県
看

護
協

会
、

浜
田

市
社

会
福

祉
協

議
会

、
島

根
県

警
察

本
部

、
中

国
管

区
警

察
局

島
根

県
情

報
通

信
部

、
浜

田
警

察
署

、
N
T
T
西

日
本

島
根

支
店

、
中

国
電

力
株

式
会

社
浜

田
営

業
所

、
島

根
県

エ
ル

ピ
ー

ガ
ス

協
会

浜
田

支
部

、
社

団
法

人
島

根
県

ト
ラ

ッ
ク

協
会

、
島

根
県

管
工

事
業

協
会

、
一

般
社

団
法

人
日

本
自

動
車

連
盟

（
J
A
F
）

、
一

般
社

団
法

人
島

根
県

警
備

業
協

会
、

西
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社
中

国
支

社
、

島
根

県
生

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
業

組
合

、
社

団
法

人
プ

レ
ハ

ブ
建

築
協

会
、

イ
オ

ン
リ

テ
ー

ル
株

式
会

社
中

四
国

カ
ン

パ
ニ

ー
、

公
益

財
団

法
人

し
ま

ね
国

際
セ

ン
タ

ー
、

県
大

ね
っ

こ
わ

ー
く

＠
島

根
、

J
I
C
A
中

国
、

隊
友

会
島

根
県

支
部

、
N
P
O
法

人
コ

メ
リ

災
害

対
策

セ
ン

タ
ー

、
N
P
O
法

人
浜

田
ラ

イ
フ

セ
ー

ビ
ン

グ
ク

ラ
ブ

、
岡

見
ぐ

る
っ

と
見

守
り

隊
、

女
性

防
火

ク
ラ

ブ
、

岡
見

小
学

校
、

浜
田

市
消

防
本

部
、

益
田

広
域

消
防

本
部

、
江

津
邑

智
消

防
組

合
消

防
本

部
大

田
市

消
防

本
部

8
0
0
島

根
県
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主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
情

報
提

供
機

関
名

中
国
総

合
通

信
局

移
動

電
源

車
に

よ
る

電
力

供
給

訓
練

（
島

根
県

総
合

防
災

訓
練

に
お

い
て

実
施

）

平
成
2
4
年
1
1
月
4
日
予

定
浜
田
市
沖

合
の
断
層
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
7
.
3
規
模
の
地
震

が
発
生
。

地
震
の
た
め
津
波
が
発
生

し
、
地
震

発
生
1
0
分
後
に
約
3
メ
ー

ト
ル
の
津

波
が
襲
来
し
た
。

停
電
等
に
よ
り
電
力
供
給
が
停
止

し
、
通
信
設
備
等
の
機
能
が
喪
失

移
動
電
源
車
に
よ

り
通

信
設

備
等

へ
電
力
を
供
給
す
る

訓
練

を
実

施
中

国
総

合
通

信
局

、
松

江
地

方
気

象
台

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

西
日

本
ほ

か
8
中

国
総

合
通

信
局

国
土

交
通

省
近

畿
地

方
整

備
局

、
堺

市

近
畿

地
方

整
備

局
・

堺
市

合
同

震
災

総
合

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
1
月
5
日

○
東
南
海

・
南
海
地
震
（
細
部
想
定

な
し
。
）

○
家
屋
が
多
数
倒
壊
、
土
砂
崩
れ
、

斜
面
崩
壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶

等
が
発
生

○
沿
岸
部
の
港
湾
・
海
岸
・
河
川
等

の
施
設
被
害
や
浸
水
被
害
が
発
生

○
災
害
情
報
収
集

・
伝

達
訓

練
○
救
出
・
救
護
訓

練
○
救
出
救
護
消
火

訓
練

○
漂
流
者
救
出
・

火
災

危
険

排
除

訓
練 ○
道
路
啓
開
訓
練

○
緊
急
支
援
物
資

輸
送

訓
練

○
航
路
啓
開
訓
練

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

復
旧

訓
練

等

○
国

の
機

関
（

内
閣

府
、

国
土

交
通

省
）

○
地

方
公

共
団

体
（

大
阪

府
、

堺
市

）
○

関
係

団
体

等
（

堺
市

消
防

局
、

関
西

電
力

、
大

阪
府

ト
ラ

ッ
ク

協
会

等
、

１
６

機
関

）

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部

中
国

管
区

警
察

局
平

成
2
4
年

度
中

国
・

四
国

管
区

合
同

広
域

緊
急

援
助

隊
等

災
害

警
備

訓
練

平
成
2
4
年
1
1
月
6
,
7
日

平
成
2
4
年

1
1
月
7
日
午
前
7
時
。
徳
島

県
沖
の
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る

震
度
6
強
の

地
震
が
発
生
。
岡
山
県

内
各
地
で
ビ
ル
や
家
屋
の
倒
壊
及
び

沿
岸
部
で
は
津
波
に
よ
り
多
数
の
死

者
・
行
方
不
明
者
が
出
た
。

訓
練
開
催
地
が
岡
山
県
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
岡
山
県
内
で
の
建
物
倒
壊
、

瀬
戸
内
沿
岸
部
で
の
津
波
被
害
を
想

定
と
す
る
が
、
具
体
的
な
数
値
を
示

し
て
の
被
害
状
況
は
想
定
に
加
え
て

い
な
い
。

・
被
災
情
報
の
収

集
、

避
難

広
報

、
避
難
指
導

・
道
路
啓
開
、
緊

急
交

通
路

確
保

・
多
重
車
両
事
故

救
出

、
救

助
訓

練
・
応
急
救
護
所
設

置
、

救
護

訓
練

・
埋
没
車
両
、
倒

壊
家

屋
か

ら
の

救
出
救
助
訓
練

・
沿
岸
部
の
捜
索

、
海

上
漂

流
者

の
救
助

・
陸

上
自

衛
隊

第
1
3
旅

団
・

第
六

管
区

海
上

保
安

本
部

・
瀬

戸
内

市
消

防
本

部
・

日
本

赤
十

字
社

岡
山

県
支

部
・

(
社

)
岡

山
県

医
師

会
、

歯
科

医
師

会
・

（
一

社
）

日
本

自
動

車
連

盟
中

国
支

部
、

四
国

本
部

・
中

国
地

方
、

四
国

地
方

　
9
県

警
察

・
瀬

戸
内

市

6
5
0
中

国
管

区
警

察
局

大
分

県
、

佐
伯

市
、

臼
杵

市
、

津
久

見
市

大
分

県
南

部
地

区
総

合
防

災
訓

練
平
成
2
4
年
1
1
月
1
1
日

○
太
平
洋

沖
を
震
源
と
す
る
地
震
発

生
。

　
（
佐
伯
市
、
臼
杵
市
、
津
久
見

市
：
震
度
６
強
）

○
地
震
に
伴
う
津
波
発
生
（
細
部
想

定
な
し
。
）

○
地
震
及
び
津
波
に
よ
り
、
市
街
地

で
甚
大
な
被
害
、
離
島
・
半
島
の
沿

岸
部
で
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断

等
の
被
害
が
発
生

○
情
報
収
集
活
動

訓
練

○
応
急
救
護
所
開

設
訓

練
○
孤
立
者
の
救
助

訓
練

○
倒
壊
家
屋
・
車

中
か

ら
の

救
助

・
救
出
訓
練

○
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等
に

よ
る

救
護

訓
練

○
離
島
へ
の
物
資

輸
送

訓
練

○
避
難
所
開
設
・

運
営

訓
練

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

確
保

訓
練

等

○
国

の
機

関
（

国
土

交
通

省
　

九
州

地
方

整
備

局
）

○
地

方
公

共
団

体
（

大
分

県
、

佐
伯

市
、

臼
杵

市
等

、
４

機
関

）
○

関
係

団
体

等
（

大
分

県
医

師
会

、
大

分
ﾊ
ﾞ
ｽ

㈱
等

、
４

４
機

関
）

海
上

自
衛

隊
呉

地
方

総
監

部
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○
各

機
関

の
今

後
の

訓
練

予
定

一
覧

主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
資

料
提

供
機

関
名

広
島

市
危

機
管

理
図

上
訓
練

平
成
2
4
年
1
1
月
1
4
,
1
5

日
○
風
水
害

○
大
雨
・

洪
水
警
報
発
令

○
災
害
対

策
本
部
設
置

○
河
川
関
係
：
小
河
川
の
護
岸
被
害

○
砂
防
関
係
：
土
石
流
に
よ
る
家
屋

流
出
等

○
道
路
関
係
：
土
砂
流
出
、
道
路
陥

没
に
よ
る
通
行
止
め
等

○
区
災
害
対
策
本

部
運

営
に

お
け

る
情
報
分
析
能
力
及

び
判

断
能

力
の

向
上
訓
練

○
広

島
市

（
各

局
、

各
区

役
所

等
）

○
公

益
財

団
法

人
ひ

ょ
う

ご
震

災
記

念
2
1
世

紀
研

究
機

構
　

阪
神

・
淡

路
大

震
災

記
念

　
人

と
防

災
未

来
セ

ン
タ

ー

6
0
広

島
市

広
島

県
防

災
会

議
大

規
模

自
然

災
害
対

応
訓

練
平
成
2
4
年
1
1
月
1
5
日

〈
通
信
途

絶
事
故
対
応
訓
練
〉

大
規
模
地
震
等
の
発
生
に
伴
い
、
平

常
時
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
途
絶

し
た
場
合
を
想
定
し
、
衛
星
携
帯
電

話
や
防
災
行
政
無
線
等
を
利
用
し
た

県
・
市
町
村
間
の
情
報
提
供
等
に
係

る
訓
練

広
島
県
東
部
に
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震

源
と
す
る
地
震
・
津
波
被
害
に
よ
る

通
信
途
絶
が
発
生

広
島
県
災
害
対
策

本
部

へ
ポ

ー
タ

ブ
ル
衛
星
を
配
備
し

、
デ

ー
タ

系
（
P
C
3
台
）
・
音

声
系

（
電

話
×

1
0

台
）
の
開
通
を
実

施

N
T
T
広

島
支

店
（

グ
ル

ー
プ

会
社

含
）

1
3
西

日
本

電
信

電
話

(
株

)
中

国
事

業
本

部

広
島

県
危

機
管

理
監

大
規

模
通

信
途

絶
対

策
訓

練
平
成
2
4
年
1
1
月
1
5
日
予

定
○
震
源
域
：
東
海
・
東
南
海
地
震
、

五
日
市
断
層
に
よ
る
地
震

○
津
波
に
よ
る
浸
水
３
ｍ
以
上
（
津

波
警
報
発
令
）

○
震
度
：
管
内
最
大
震
度
６
強

○
広
島
県
東
部
（
三
原
市
、
尾
道

市
、
福
山
市
）
は
、
自
身
発
生
後
２

～
３
時
間
で
到
達
し
た
津
波
に
よ
り

浸
水
。

○
福
山
市
に
お
い
て
、
津
波
に
よ
る

浸
水
等
に
よ
り
通
信
設
備
が
被
災

し
、
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
の
通
信

が
途
絶
し
連
絡
が
困
難
と
な
る
。

○
広
島
県
：
通
信

途
絶

が
生

じ
た

場
合
の
行
政
の
通
信

手
段

の
確

保
や

、
通
信
確
保
に
関
す

る
応

急
対

応
及

び
復
旧
等
に
関
す
る

訓
練

。
○
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

モ
バ

イ
ル

：
通

信
途
絶
が
生
じ
た
場

合
の

通
信

確
保

に
関
す
る
応
急
対
応

、
及

び
通

信
設

備
の
復
旧
に
関
す
る

訓
練

。
（
移
動
無
線
車
に

よ
る

仮
設

基
地

局
の
設
置
）

○
地

方
公

共
団

体
（

広
島

県
、

福
山

市
他

）
○

関
係

団
体

（
固

定
系

電
話

会
社

、
携

帯
電

話
事

業
者

、
P
H
S
事

業
者

）
○

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
会

社

未
定

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

モ
バ

イ
ル

中
国

四
国

農
政

局
平

成
２

４
年

度
岡
山

第
２

合
同

庁
舎

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
1
月
1
9
日

○
震
源
：

南
海
ト
ラ
フ
地
震

○
震
度
：
岡
山
市
北
区
は
、
震
度
６

強
の
揺
れ
を
観
測

○
津
波
な
し

○
岡
山
県
北
区
岡
山
第
２
合
同
庁
舎

５
階
で
建
物
火
災
が
発
生

○
本
部
隊
、
地
区

隊
の

設
置

訓
練

及
び
連
絡
訓
練
　
　

　
　

　
○

地
震

か
ら
身
を
守
る
訓
練

○
避
難
訓
練

○
事
前
研
修
（
消

防
設

置
の

操
作

方
法
設
置
場
所
の
確

認
）

１
１

月
１

５
日
に
実
施
予
定

○
国

の
機

関
（

中
国

四
国

農
政

局
、

広
島

入
国

管
理

局
岡

山
出

張
所

、
自

衛
隊

岡
山

地
方

協
力

本
部

、
岡

山
労

働
局

、
中

国
四

国
厚

生
局

岡
山

事
務

所
）

7
0
0
中

国
四

国
農

政
局

中
国

地
方

整
備

局
地

震
・

津
波

防
災
訓

練
平
成
2
4
年
1
1
月
2
0
日

○
震
源
：

南
海
ト
ラ
フ
地
震

○
震
度
：
管
内
最
大
震
度
６
強

○
津
波
：
津
波
高
：
４
ｍ
程
度
（
津

波
警
報
発
令
）

○
河
川
関
係
：
護
岸
・
堤
防
被
害

○
砂
防
関
係
：
土
砂
災
害
に
伴
う
河

道
閉
塞

○
道
路
関
係
：
路
面
沈
下
、
斜
面
崩

壊
等
に
よ
る
通
行
止
め
等

○
港
湾
：
航
路
・
港
湾
施
設
被
害

○
地
震
に
よ
る
液
状
化
及
び
津
波
浸

水
に
よ
る
住
民
の
孤
立
等

○
非
常
参
集
訓
練

○
発
災
直
後
の
被

災
情

報
の

収
集

・
伝
達
等
の
訓
練

○
所
管
施
設
の
点

検
及

び
災

害
対

応
に
関
す
る
訓
練

○
事
務
所
や
地
方

自
治

体
へ

の
支

援
、
他
地
整
へ
の

応
援

に
関

す
る

訓
練 ○
民
間
ヘ
リ
を
活

用
し

た
被

災
状

況
把
握
訓
練

○
津
波
に
よ
る
水

防
警

報
発

令
の

訓
練

○
国

の
機

関
（

中
国

地
方

整
備

局
、

中
国

運
輸

局
、

気
象

庁
広

島
地

方
気

象
台

、
海

上
保

安
庁

第
六

管
区

海
上

保
安

本
部

、
陸

上
自

衛
隊

中
部

方
面

総
監

部
、

陸
上

自
衛

隊
第

１
３

旅
団

等
）

○
地

方
公

共
団

体
（

５
県

、
２

政
令

市
）

○
関

係
団

体
（

西
日

本
高

速
道

路
、

日
本

放
送

協
会

広
島

放
送

局
、

中
国

電
力

、
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

等
）

○
中
国
地
方
の
防
災
に
関
す
る
連
絡
会

2
,
0
0
0
中

国
地

方
整

備
局

中
国

地
方

非
常

通
信

協
議

会
（

事
務

局
：

中
国

総
合

通
信

局
）

第
７

５
回

全
国

非
常

通
信

訓
練

平
成
2
4
年
1
1
月
2
8
日

各
県
に
お

い
て
設
定

通
常
使
用
し
て
い
る
通
信
手
段
の
途

絶 地
上
系
電
気
通
信
事
業
者
回
線
の
途

絶

市
町
村
～
県
間
の

非
常

通
信

ル
ー

ト
に
よ
る
情
報
伝
達

訓
練

県
～
内
閣
府
間
の

非
常

通
信

ル
ー

ト
に
よ
る
情
報
伝
達

訓
練

国
の

機
関

（
内

閣
府

、
消

防
庁

等
）

地
方

公
共

団
体

（
５

県
、

関
係

市
町

村
）

関
係

団
体

（
中

国
電

力
、

西
日

本
旅

客
鉄

道
、

放
送

事
業

者
等

）

1
0
0
中

国
総

合
通

信
局

13



主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
資

料
提

供
機

関
名

K
D
D
I
運
用

本
部

３
連

動
地

震
災

害
対

策
訓

練
平
成
2
4
年
1
1
月
3
0
日

○
震
源
域
：
南
海
ト
ラ
フ
と
す
る
巨

大
地
震

○
想
定
：

平
日
昼
間
に
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震

が
発
生
、
各
エ
リ
ア
（
名

古
屋
、
大

阪
、
広
島
、
高
松
）
へ
の

引
き
込
み

回
線
が
全
断
し
孤
立
。
東

西
伝
送
路

断
に
よ
り
、
北
陸
、
福

岡
、
沖
縄

へ
の
被
害
が
拡
大
し
、
西

日
本
の
サ

ー
ビ
ス
が
壊
滅
状
態
。

○
震
度
：

広
島
県
一
部
で
震
度
６
弱

を
観
測
、

岡
山
県
一
部
で
震
度
６
強

を
観
測
、

山
口
県
一
部
で
震
度
５
強

を
観
測

○
津
波
：

各
県
に
下
記
予
想
最
高
津

波
が
来
襲

、
広
島
県
沿
岸
部
に
３
．

６
ｍ
（
市

内
水
位
１
ｍ
）
、
岡
山
県

沿
岸
部
に

３
．
７
ｍ
（
市
内
水
位

２
．
６
ｍ

）
、
山
口
県
沿
岸
部
に

３
．
９
ｍ

○
広
島
県
南
部
、
岡
山
県
南
部
で
地

震
に
よ
る
通
信
線
断
に
よ
る
途
絶
発

生 ○
広
島
県
南
部
、
岡
山
県
南
部
で
津

波
に
よ
る
市
内
浸
水
被
害
と
復
旧
作

業
中
断
。

■
地
震
発
生
６
時

間
後

か
ら

３
日

後
ま
で
を
想
定

○
津
波
情
報
収
集

伝
達

訓
練

○
被
害
情
報
収
集

伝
達

訓
練

○
津
波
浸
水
の
防

諜
板

設
置

訓
練

○
け
が
人
の
救
護

訓
練

○
非
常
食
物
資
等

輸
送

訓
練

○
移
動
基
地
局
車

両
、

電
源

車
の

津
波
避
難
訓
練

K
D
D
I
社

内
、

関
係

会
社

1
0
0
K
D
D
I
(
株

)

K
D
D
I
広

島
T
C
相

互
連

携
訓

練
平
成
2
4
年
1
1
月
予
定

震
災
に
よ

り
、
大
阪
～
広
島
間
の

K
D
D
I
伝
送
路
が
断
と
な
り
、
他
社
通

信
網
の
伝
送
路
を
使
用
し
て
復
旧

大
阪
～
広
島
間
の
K
D
D
I
伝
送
路

他
社
と
の
相
互

連
携

に
よ

る
、

連
絡

窓
口
、
対
象
伝
送

路
の

呼
び

方
、

迂
回
復
旧
手
順
の
確

認

K
D
D
I
広

島
T
C
,
他

社
通

信
会

社
1
0
K
D
D
I
(
株

)

備
後

地
区

大
量

排
出

油
等

防
除

協
議

会
（

尾
道

海
上

保
安

部
）

海
上

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
1
月
予
定

事
故
等
に

よ
る
海
上
へ
の
大
量
油
流

出
広
範
囲
な
油
の
流
出
、
沿
岸
部
等
へ

の
漂
着
　
等

・
情
報
伝
達
訓
練

・
オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
展

張
訓

練
【

備
後

地
区

大
量

排
出

油
等

防
除

協
議

会
】

○
国

の
機

関
（

海
上

保
安

庁
、

中
国

運
輸

局
等

）
○

地
方

公
共

団
体

（
県

、
市

、
警

察
、

消
防

等
）

○
関

係
団

体
等

8
0
第

六
管

区
海

上
保

安
本

部

中
国

地
方

非
常

通
信

協
議

会 （
事

務
局

：
中

国
総

合
通

信
局

）

災
害

対
策

用
移

動
通

信
機

器
搬

入
訓

練
平
成
2
4
年
1
1
月
予
定

島
根
県
に

お
い
て
設
定

災
害
復
旧
活
動
等
に
使
用
す
る
た
め

の
無
線
機
が
不
足

総
務
省
が
保
有
・

備
蓄

す
る

災
害

対
策
用
移
動
通
信
機

器
の

借
受

・
貸

付
の
手
順
確
認
訓
練

国
の

機
関

（
総

務
省

、
中

国
総

合
通

信
局

）
地

方
公

共
団

体
（

島
根

県
、

関
係

市
町

村
）

5
中

国
総

合
通

信
局

中
国

地
方

倉
庫

協
会

連
合

会

緊
急

地
震

速
報

訓
練

平
成
2
4
年
1
2
月
3
日

会
員
各
社

が
社
内
で
そ
れ
ぞ
れ
想
定

し
て
実
施

会
員
各
社
が
社
内
で
そ
れ
ぞ
れ
想
定

し
て
実
施

会
員
各
社
が
社
内

で
そ

れ
ぞ

れ
想

定
し
て
実
施

3
社

中
国

地
方

倉
庫

協
会

連
合

会

14



主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
資

料
提

供
機

関
名

内
閣
府

、
消

防
庁
、

気
象

庁

緊
急

地
震

速
報

を
見

聞
き

し
た

際
の

行
動

訓
練

平
成
2
4
年
1
2
月
3
日

（
月
）
1
0
時
1
5
分
頃

○
全
国
的

に
緊
急
地
震
速
報
受
信
端

末
を
起
動

さ
せ
る
。

○
配
信
事

業
者
に
よ
り
訓
練
報
へ
の

対
応
が
異

な
る
た
め
、
配
信
さ
れ
な

い
事
業
者

も
あ
る
。

○
訓
練
に
参
加
す

る
自

治
体

で
は

、
防
災
行
政
無
線
に

よ
る

放
送

や
市

町
村
役
場
等
で
庁
舎

内
放

送
な

ど
を

行
い
ま
す
。
（
テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
、

携
帯
電
話
で
は
、
訓

練
用

の
緊

急
地

震
速
報
は
放
送
さ
れ

ま
せ

ん
。

）
○
緊
急
地
震
速
報

を
配

信
す

る
事

業
者
で
は
、
事
業
者

独
自

の
訓

練
報

の
配
信
が
計
画
さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

れ
ら
の
訓
練
報
を
見

聞
き

し
、

身
を

守
る
な
ど
の
行
動
訓

練
を

行
い

ま
す

。
○
訓
練
終
了
後
に

、
訓

練
を

行
な

っ
て
み
て
実
際
に
行

動
す

る
こ

と
が

で
き
た
か
？
で
き
な

か
っ

た
場

合
に

は
ど
こ
が
問
題
だ
っ

た
の

か
を

、
家

族
や
職
場
で
検
討
す

る
。

○
詳
細
は
、
気
象

庁
H
P
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
i
s
v
o
l
.
k
i
s
h
o
u
.

g
o
.
j
p
/
e
q
/
E
E
W
/
k
a
i
s
e
t
s
u
/
e
e
w
_
k
u

n
r
e
n
.
h
t
m
l
#
e
e
w
k
u
n
r
e
n

○
国

の
機

関
○

地
方

公
共

団
体

○
民

間
企

業
等

○
個

人

大
阪

管
区

気
象

台

国
土

地
理

院
第

３
回

・
第

４
回
中

国
地

測
防

災
訓

練
平
成
2
4
年
1
2
月
及
び
3

月
予
定

○
広
島
県
震
度
6
強

○
安
否
確
認
訓
練

○
緊
急
連
絡
網

に
よ

る
安

否
確

認
シ

ス
テ
ム
の
訓
練

○
災
害
用
伝
言

板
サ

ー
ビ

ス
に

よ
る

訓
練

○
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
（

固
定

電
話

）
○
携
帯
メ
ー
ル

撮
影

及
び

送
信

、
電

子
国
土
へ
の
掲

載
訓

練

○
中

国
地

方
測

量
部

国
土

地
理

院

備
後

灘
・

伊
予

灘
海

域
排

出
油

等
防

除
協

議
会

連
合

会
（

第
六

管
区

海
上

保
安

本
部

）

備
後

灘
・

伊
予

灘
海

域
排

出
油

等
防

除
協

議
会

連
合

会
机

上
訓

練

平
成
2
4
年
1
2
月
予
定

事
故
等
に

よ
る
海
上
へ
の
大
量
油
流

出
広
範
囲
な
油
の
流
出
、
沿
岸
部
等
へ

の
漂
着
　
等

・
対
話
型
机
上
訓

練
（

グ
ル

ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
）

【
備

後
灘

・
伊

予
灘

海
域

排
出

油
等

防
除

協
議

会
連

合
会

】
○

国
の

機
関

（
海

上
保

安
庁

、
中

国
運

輸
局

等
）

○
地

方
公

共
団

体
（

県
、

市
、

警
察

、
消

防
等

）
○

関
係

団
体

等

1
0
0
第

六
管

区
海

上
保

安
本

部

周
南

地
区

海
上

安
全

対
策

協
議

会
（

徳
山

海
上

保
安

部
）

海
上

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
2
月
予
定

事
故
等
に

よ
る
海
上
へ
の
大
量
油
流

出
広
範
囲
な
油
の
流
出
、
沿
岸
部
等
へ

の
漂
着
　
等

・
情
報
伝
達
訓
練

・
オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
展

張
訓

練
【

周
南

地
区

海
上

安
全

対
策

協
議

会
】

○
国

の
機

関
（

海
上

保
安

庁
、

中
国

運
輸

局
等

）
○

地
方

公
共

団
体

（
県

、
市

、
警

察
、

消
防

等
）

○
関

係
団

体
等

5
0
第

六
管

区
海

上
保

安
本

部

中
国

四
国

産
業

保
安

監
督

部

防
災

訓
練

平
成
2
4
年
1
2
月
予
定

管
内
　
震

度
６
弱
の
地
震
発
生

具
体
的
被
害
想
定
は
な
し

○
安
否
確
認
訓

練
○
参
集
（
徒
歩

登
庁

）
訓

練
○
被
害
情
報
の

収
集

・
伝

達
訓

練
○
災
害
対
策
本

部
設

置
訓

練

当
機

関
内

部
の

み
で

実
施

3
7
中

国
四

国
産

業
保

安
監

督
部

中
国

地
方

非
常

通
信

協
議

会 （
事

務
局

：
中

国
総

合
通

信
局

）

中
国

・
四

国
地

方
非

常
通

信
協

議
会

合
同

訓
練

平
成
2
4
年
1
2
月
予
定

四
国
地
方

非
常
通
信
協
議
会
に
お
い

て
設
定

四
国
地
方
非
常
通
信
協
議
会
に
お
い

て
設
定

現
地
災
害
対
策
本

部
（

四
国

）
か

ら
中
国
地
方
各
県
へ

の
応

援
依

頼
の

情
報
伝
達
訓
練

地
方

公
共

団
体

（
５

県
）

他
検

討
中

2
0
中

国
総

合
通

信
局
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主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
資

料
提

供
機

関
名

鳥
取
県

（
島

根
県
）

島
根

原
子

力
発

電
所

原
子

力
防

災
訓

練
H
2
5
年
1
月
下
旬

プ
ラ
ン
ト

ト
ラ
ブ
ル
発
生
か
ら
原
災

法
第
1
5
条

事
象
ま
で
を
予
定

未
定

島
根
県
と
同
一
想

定
で

実
施

予
定

・
合
同
訓
練
：
初

動
対

応
訓

練
（

対
策
本
部
運
営
）
等

・
独
自
訓
練

　
住
民
避
難
訓
練

、
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ
等

未
定

未
定

鳥
取

県

岡
山

県
図

上
防

災
訓

練
平
成

2
5
年
1
月
1
7
日

予
定

○
震
源
：

南
海
ト
ラ
フ
地
震

○
震
度
：

管
内
最
大
震
度
６
強

○
津
波
：

津
波
高
：
４
ｍ
程
度
（
津

波
警
報
発

令
）

未
定

○
初
動
通
信
の
確

保
処

置
○
主
動
的
な
情
報

活
動

○
避
難
等
の
処
置

○
発
災
当
初
の
応

急
活

動

○
県

内
市

町
村

○
県

内
消

防
本

部
○

防
災

関
係

機
関

（
自

衛
隊

、
気

象
台

、
中

国
地

方
整

備
局

、
海

上
保

安
部

、
赤

十
字

、
高

速
道

路
、

電
話

、
ガ

ス
、

Ｊ
Ｒ

　
等

）

岡
山

県

K
D
D
I
運

用
本

部
３

連
動

地
震

災
害
対

策
訓

練
平
成
2
5
年
1
月
予
定

○
震
源
域

：
南
海
ト
ラ
フ
と
す
る
巨

大
地
震

○
想
定
：
平
日
昼
間
に
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
が
発
生
、
各
エ
リ
ア
（
名

古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
高
松
）
へ
の

引
き
込
み
回
線
が
全
断
し
孤
立
。
東

西
伝
送
路
断
に
よ
り
、
北
陸
、
福

岡
、
沖
縄
へ
の
被
害
が
拡
大
し
、
西

日
本
の
サ
ー
ビ
ス
が
壊
滅
状
態
。

○
震
度
：
広
島
県
一
部
で
震
度
６
弱

を
観
測

　
　
　
　
　
岡
山
県
一
部
で
震
度
６

強
を
観
測

　
　
　
　
　
山
口
県
一
部
で
震
度
５

強
を
観
測

○
津
波
：
各
県
に
下
記
予
想
最
高
津

波
が
来
襲

広
島
県
沿
岸
部
に
３
．
６
ｍ
（
市
内

水
位
１
ｍ
）

岡
山
県
沿
岸
部
に
３
．
７
ｍ
（
市
内

水
位
２
．
６
ｍ
）

山
口
県
沿
岸
部
に
３
．
９
ｍ

○
広
島
県
南
部
、
岡
山
県
南
部
で
地

震
に
よ
る
通
信
線
断
に
よ
る
途
絶
発

生 ○
広
島
県
南
部
、
岡
山
県
南
部
で
津

波
に
よ
る
市
内
浸
水
被
害
と
復
旧
作

業
中
断
。

■
地
震
発
生
か
ら

６
時

間
後

ま
で

を
想
定

○
津
波
情
報
収
集

伝
達

訓
練

○
被
害
情
報
収
集

伝
達

訓
練

○
津
波
浸
水
の
防

諜
板

設
置

訓
練

○
け
が
人
の
救
護

訓
練

○
非
常
食
物
資
等

輸
送

訓
練

○
移
動
基
地
局
車

両
、

電
源

車
の

津
波
避
難
訓
練

K
D
D
I
社

内
、

関
係

会
社

1
0
0
K
D
D
I
(
株

)

広
島

市
災

害
対

策
本

部
設
置

訓
練

平
成
2
5
年
2
月
5
日

○
大
規
模

地
震

○
未
定

○
迅
速
設
置

○
資
機
材
等
の
動

作
確

認

※
地
震
災
害
は
前

兆
が

な
い

た
め

、
突
然
の
発
生
に
対

応
す

る
こ

と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

○
広

島
市

消
防

局
2
0
広

島
市
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主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
資

料
提

供
機

関
名

K
D
D
I
全
社

３
連

動
地

震
災

害
対

策
訓

練
平
成
2
5
年
2
月
予
定

○
震
源
域
：
南
海
ト
ラ
フ
と
す
る
巨

大
地
震

○
想
定
：

平
日
昼
間
に
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震

が
発
生
、
各
エ
リ
ア
（
名

古
屋
、
大

阪
、
広
島
、
高
松
）
へ
の

引
き
込
み

回
線
が
全
断
し
孤
立
。
東

西
伝
送
路

断
に
よ
り
、
北
陸
、
福

岡
、
沖
縄

へ
の
被
害
が
拡
大
し
、
西

日
本
の
サ

ー
ビ
ス
が
壊
滅
状
態
。

○
震
度
：

広
島
県
一
部
で
震
度
６
弱

を
観
測

　
　
　
　

　
岡
山
県
一
部
で
震
度
６

強
を
観
測

　
　
　
　

　
山
口
県
一
部
で
震
度
５

強
を
観
測

○
津
波
：

各
県
に
下
記
予
想
最
高
津

波
が
来
襲

広
島
県
沿

岸
部
に
３
．
６
ｍ
（
市
内

水
位
１
ｍ

）
岡
山
県
沿

岸
部
に
３
．
７
ｍ
（
市
内

水
位
２
．

６
ｍ
）

山
口
県
沿

岸
部
に
３
．
９
ｍ

○
広
島
県
南
部
、
岡
山
県
南
部
で
地

震
に
よ
る
通
信
線
断
に
よ
る
途
絶
発

生 ○
広
島
県
南
部
、
岡
山
県
南
部
で
津

波
に
よ
る
市
内
浸
水
被
害
と
復
旧
作

業
中
断
。

■
地
震
発
生
３
日

後
か

ら
時

間
後

ま
で
を
想
定

○
津
波
情
報
収
集

伝
達

訓
練

○
被
害
情
報
収
集

伝
達

訓
練

○
津
波
浸
水
の
防

諜
板

設
置

訓
練

○
け
が
人
の
救
護

訓
練

○
非
常
食
物
資
等

輸
送

訓
練

○
移
動
基
地
局
車

両
、

電
源

車
の

津
波
避
難
訓
練

K
D
D
I
社

内
、

関
係

会
社

3
0
0
K
D
D
I
(
株

)

K
D
D
I
広

島
T
C
相

互
連

携
訓

練
平
成
2
5
年
2
月
予
定

震
災
に
よ

り
、
広
島
県
内
の
K
D
D
I
伝

送
路
が
断
と
な
り
、
他
社
通
信
網
の

伝
送
路
を
使
用
し
て
復
旧

広
島
県
内
の
K
D
D
I
伝
送
路

他
社
と
の
相
互
連

携
に

よ
る

、
連

絡
窓
口
、
対
象
伝
送

路
の

呼
び

方
、

迂
回
復
旧
手
順
の
確

認

K
D
D
I
広

島
T
C
,
他

社
通

信
会

社
1
0
K
D
D
I
(
株

)

広
島

湾
排

出
油

等
防

除
協

議
会

連
合

会
（

第
六

管
区

海
上

保
安

本
部

）

広
島

湾
排

出
油

等
防

除
協

議
会

連
合

会
机

上
訓

練

平
成
2
5
年
2
月
予
定

事
故
等
に

よ
る
海
上
へ
の
大
量
油
流

出
広
範
囲
な
油
の
流
出
、
沿
岸
部
等
へ

の
漂
着
　
等

・
対
話
型
机
上
訓

練
（

グ
ル

ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
）

【
広

島
湾

排
出

油
等

防
除

協
議

会
連

合
会

】
○

国
の

機
関

（
海

上
保

安
庁

、
中

国
運

輸
局

等
）

○
地

方
公

共
団

体
（

県
、

市
、

警
察

、
消

防
等

）
○

関
係

団
体

等

1
0
0
第

六
管

区
海

上
保

安
本

部

電
源

開
発

株
式

会
社

竹
原

火
力

発
電

所

総
合

防
災

訓
練

平
成
2
5
年
2
月
予
定

○
震
源
：

南
海
ト
ラ
フ
地
震

○
震
度
：
最
大
震
度
６
強
（
竹
原

市
）

○
津
波
：
津
波
高
：
３
ｍ
程
度
（
津

波
警
報
発
令
）

○
地
震
に
よ
る
火
災
発
生

○
津
波
の
到
来

○
所
内
外
へ
の
情

報
伝

達
訓

練
○
避
難
誘
導
及
び

避
難

訓
練

○
初
期
消
火
・
救

出
活

動
訓

練
○
応
急
救
護
訓
練

○
安
全
防
護
訓
練

○
発

電
所

内
サ

ー
ビ

ス
ビ

ル
在

所
者

○
竹

原
消

防
署

1
2
0
電

源
開

発
株

式
会

社

中
部

方
面

隊
（

第
１

３
旅

団
は

、
参

加
予

定
）

災
害

情
報

訓
練

平
成
2
5
年
3
月
予
定

未
定

未
定

○
発
災
後
、
６
ｈ

以
内

の
情

報
収

集
活
動
　
　
　
○

通
信

連
絡

の
確

保
○
関
係
機
関
と

の
連

携

○
近

畿
地

方
整

備
局

の
ほ

か
、

そ
の

他
調

整
中

陸
自

第
1
3
旅

団

中
国

地
方

整
備

局
大

規
模

地
震

災
害
発

生
に

伴
う

広
域

支
援

訓
練

平
成
2
5
年
3
月
予
定

○
南
海
ト

ラ
フ
地
震
を
想
定

○
四
国
地
方
に
お
い
て
甚
大
な
被
害

を
想
定

○
瀬
戸
内
海
沿
岸

に
お

い
て

、
支

援
ル
ー
ト
啓
開
・
排

水
活

動
等

の
応

急
対
策
及
び
広
域
支

援
活

動
に

つ
い

て
図
上
訓
練
を
実
施

○
中

国
地

方
整

備
局

、
中

国
運

輸
局

、
国

土
地

理
院

中
国

地
方

測
量

部
未

定
中

国
地

方
整

備
局
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主
催

機
関

名
訓

練
名

実
施

時
期

訓
練

の
想

定
被

害
想

定
訓

練
の

概
要

・
ポ

イ
ン

ト
参

加
機

関
参

加
人

数
資

料
提

供
機

関
名

各
府
県

お
よ

び
各
市

町
村
、
各

地
の

気
象
台

、
関

係
機
関

各
府

県
お

よ
び

各
市

町
村

の
各

種
防

災
訓

練

随
時

○
各
府
県
お
よ
び
各
市
町
村
の
地
域

防
災
計
画

に
お
け
る
各
種
現
象

○
各
府
県
お
よ
び
各
市
町
村
の
地
域

防
災
計
画
に
お
け
る
各
種
災
害
に
お

け
る
被
害

○
各
地
域
防
災
計

画
に

沿
っ

て
、

各
種
対
応
を
実
施
す

る
訓

練
○
各
地
の
気
象
台

は
、

訓
練

想
定

作
成
の
支
援
や
、
そ

れ
ぞ

れ
の

想
定

に
沿
っ
た
防
災
気
象

情
報

の
作

成
・

提
供
、
状
況
解
説
な

ど
行

う
。

○
会
場
で
は
、
防

災
の

た
め

の
周

知
啓
発
、
気
象
・
地

震
な

ど
の

知
識

普
及
等
実
施
。

○
各

府
県

お
よ

び
各

市
町

村
○

各
地

の
気

象
台

○
関

係
機

関
○

住
民

大
阪

管
区

気
象

台

気
象

庁
全

国
地

震
津

波
訓
練

年
数
回

○
開
催
ご

と
に
異
な
る
想
定
で
、
地

震
・
津
波
関
連
の
電
文
（
訓
練
用
）

を
発
表
・
通
知
す
る
。

○
津
波
警
報
等
及

び
関

連
す

る
各

種
情
報
の
迅
速
か
つ

的
確

な
発

表
並

び
に
関
係
機
関
へ
の

通
知

の
習

熟
○
電
文
（
訓
練
用

）
を

受
領

で
き

る
機
関
は
、
そ
の
電

文
を

受
け

て
訓

練
が
実
施
で
き
る
。

○
気

象
庁

お
よ

び
各

地
の

気
象

台
○

電
文

（
訓

練
用

）
を

受
領

で
き

る
訓

練
実

施
機

関

大
阪

管
区

気
象

台

中
国

経
済

産
業

局
局

内
防

災
訓

練
（

安
否

確
認

訓
練
含

む
）

※
他

機
関

と
実

施
す

る
も

の
は

な
い

年
１
～
２
回

○
震
度
：
管
内
最
大
震
度
６
強
　
ほ

か
※
未
定

○
職
員
安
否
確

認
訓

練
　

ほ
か

※
局

内
の

み
1
7
0
中

国
経

済
産

業
局
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国土交通省国土地理院 
中 国 地 方 測 量 部 

写真２ SAR サムネイル画像（本局モニタ）

写真１ 航空機 SAR を搭載した「くにかぜⅢ」 

航空機 SAR の画像情報等の伝送訓練を実施 

 

１．はじめに 

国土地理院（以下、つくばを「本院」、中国地方測量部を「地測」という）は、中国地方整備局（以下、「本

局」という）と連携して、8 月 2 日に「くにかぜⅢ」による SAR 画像観測及び伝送訓練を実施しました。「くに

かぜⅢ」は、通常、デジタル航空カメラ、ビデオカメラ、映像電送装置などを搭載し、災害発生時の状況を

把握するための空中写真撮影を中心に運用されていますが、カメラ以外にも、航空レーザースキャナー

や通称 SAR と呼ばれている合成開口レーダ（Synthetic Aperture Radar）で観測することもできます。 

 

２．航空機 SAR とは 

 合成開口レーダは、電磁波を航空機から飛行方向の斜

め下に照射して、地表面を観測するもので、通常の空中写

真と比較して、夜間や曇り空、噴煙があっても地表の状況

を把握できることが特徴です。 

マイクロ波の反射特性を利用して、河道閉塞、湛水状況

の判定などが可能です。また、後処理で DSM（数値表層モ

デル）データを作成し、地形の三次元表現や解析等に利用

できます。 

 

３．訓練内容 

8月2日の伝送訓練は、9月２日に開催される大規模津波防

災総合訓練のメイン会場の岡山市南区の岡山港を中心とした

地域で、①SAR 観測による画像の取得、②「くにかぜⅢ」と中

国地方整備局（二上山中継局を経由）との画像伝送装置(ヘリ

テ映像伝送レシステム)の送受信訓練、③本局から本院への

映像の伝送訓練を実施しました。 

 SAR 観測は、岡山港を中心として南側、北側の２コースを行

い、観測データは約 1 分後には機上でサムネイル画像の動画

に加工した後、ヘリテレ映像伝送システムを利用して、SAR

サムネイル動画画像を伝送し、本局のモニタ上で画像の良

否等の確認を行いました。また、電話会議システムで本院、本局、機上の三者で通話訓練を行いました。 

「くにかぜⅢ」は、二上山中継局の中継距離の限度を測るため、ビデオカメラ映像の送信訓練を兵庫県

明石市付近まで続け良好な結果を得ることができました。 

 

４．まとめ 

 伝送訓練は、本局及び地測、本院ともモニタで画像が正常に映し出されたことを確認しました。また、三

者の電話会議では配信映像を傍視聴し、意見交換などを行いました。 

SAR画像等を確認し電話会議システムで意見交換を行うことで、本局及び国土地理院との連携が強化

されました。 

アンテナ 
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平成２４年度 大規模津波防災総合訓練を開催

東日本大震災から得られた貴重な教訓を生かした

地域住民と防災関係団体･機関との合同防災訓練

開催：平成２４年９月２日（日） ９：００～１３：００

主催：国土交通省、岡山県、岡山市
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平成２４年度 大規模津波防災総合訓練

未曾有の大津波により、多くの尊い人命と貴重な財産等が失われた東日本大震災から得られた
数々の貴重な教訓をいかし、地域住民と防災関係団体・機関が協力・連携して実践型の防災訓練
を実施しました。
訓練は、岡山県岡山市の岡山港をメイン会場、共催市町のスポーツ公園などをサテライト会場

とし、見学者等多くの方が参加する大訓練となりました。

第１部 緊急地震速報発令後の訓練

防災無線に
よる避難呼
びかけ

広報車による避難呼びかけ

■ 住民への避難呼びかけ

巡視艇による避難呼びかけ 岡山市消防局ヘリによる
上空からの避難呼びかけ

■ 訓練の被災想定
・南海トラフを震源とするＭ９．０の巨大地震により、岡山県内で震度６強を観測
・県南部で液状化、土砂崩れ、家屋倒壊、建物火災、ライフラインの途絶等が発生
・県沿岸部に３～５ｍの津波が襲来し（地震発生３時間後）、海岸保全施設、港湾、河川、
道路施設等被害や浸水被害が発生

■ 実施した訓練
情報収集・提供訓練、避難訓練、救助・救護訓練、道路障害物撤去訓練、港湾障害物撤去
訓練、被災施設応急復旧訓練、緊急物資輸送訓練、地域住民のボランティア活動による各
種支援訓練 他

■ 参加機関 ９７機関（最終ページをご参照下さい。）
■ 参加人数 訓練参加者 約７,０００名（来賓及び一般見学者含む）

国土交通省防災ヘリによる
上空からの津波襲来状況の
偵察・レポート

■ 住民の避難訓練

気象台による記者会見訓練

津波警報の発表を受け、住民への避難を呼びかける訓練が行われました。

開会式

メイン会場では羽田国土交通大臣に挨拶を頂き、
地元選出の国会議員の視察など、大勢の方にご覧
いただきました。

開会式開会挨拶をされる
羽田国土交通大臣

■ 被災状況の迅速な把握・情報発信

陸・海・空からの避難の呼びかけ
を受け、住民が避難を行いました。

高所へ避難した住民

救援物資を受け
取る住民
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第２部 津波警報解除後の訓練

■ 人命救助、物資輸送のための道路啓開

オフロードバイク、道路パトロールカーによる情報収集

道路建設業協会、岡山県建設業協会に
よる道路閉塞の障害物撤去作業

■ 関係機関による災害対策打合せ

無人遠隔操作による工作機械ロボ
Ｑを使用した土砂撤去作業

陸上エリアでは、国土交通省、岡
山県、地元建設業者及び自衛隊が
結集し、道路啓開を実施しました。

その後、被災者の救助・救命訓練、
支援物資の輸送訓練などが行われ
ました。

救急救命活動や応急復旧活動、各
種支援活動を行うための関係機関
による災害対応に関する調整打合
せが行われました。

関係機関による災害対応
に関する調整打合せ

■ 被災者救助・救命訓練

倒壊家屋・車
両内からの被
災者救出

広域緊急救助隊、自衛隊等により、
被災者の救出訓練が行われました。

■ 緊急災害対策派遣隊（TEC－FORCE）
による被害状況調査

緊急災害対策派遣隊（TEC－FORCE）
による被災箇所の調査が行われました。

TEC－FORCEによる被災状況調査

国土地理院からの空中写真、災害
対策用図を基に災害対応に関する
打合せ

道路啓開作業

■ 河川・海岸の応急復旧訓練 ■ 迅速なライフライン復旧
TECーFORCEにより、堤防の異常

箇所に対して土のう積み、津波浸
水の排除が行われました。

土のう積み
の実施

上水道等の復旧

津波浸水の排除

人命救助のための迅速なトリ
アージ判定

■ トリアージ判定訓練 ■ 炊き出し訓練

赤十字奉仕団、自衛隊などによる炊き出し
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発行：中国地方整備局企画部防災課 代 表 082-221-9231（内線3411）
〒730-8530  広島市中区上八丁堀６－３０ 広島合同庁舎２号館

閉会式

■ 洋上漂流者の救助訓練

自衛隊による洋上漂流者の引き揚げ救助訓練

海上・上空訓練エリアでは、自衛隊、海上保安庁、岡山市消防局が連携し、洋上漂流者の救助訓練が
行われました。その後、航路啓開、支援物資の輸送訓練などが行われました。

中国管区警察局、中国総合通信局、中国財務局、中国四国厚生局、中国四国農政局、近畿中国森林管理局、中国経済産業局、中国四国産業保安監督部、中国地方整備局、中国運輸局、岡山労
働局、大阪航空局岡山空港出張所、国土地理院中国地方測量部、大阪管区気象台、広島地方気象台、岡山地方気象台、第六管区海上保安本部、水島海上保安部、玉野海上保安部、、広島航空
基地、中国四国防衛局、陸上自衛隊中部方面総監部、陸上自衛隊第13旅団、海上自衛隊呉地方総監部、海上自衛隊第24航空隊、航空自衛隊西部航空方面隊司令部、自衛隊岡山地方協力本部、
岡山県、鳥取県、広島県、香川県、岡山県警察、鳥取県警察、岡山市、岡山市水道局、岡山市消防局、岡山市教育委員会、倉敷市、玉野市、笠岡市、備前市、瀬戸内市、浅口市、早島町、日
本赤十字社岡山県支部、岡山赤十字病院、岡山県赤十字血液センター、岡山市赤十字奉仕団、赤十字飛行隊岡山支隊、川崎医科大学附属病院、(一社)岡山県病院協会、(公)岡山県看護協会、
(社)岡山市医師会、岡山市内医師会連合会、(公)日本河川協会、ＮＨＫ岡山放送局、岡山放送(株)、テレビせとうち(株)、岡山エフエム放送(株)、西日本高速道路(株)中国支社、本州四国連
絡高速道路(株)、西日本旅客鉄道(株)岡山支社 、中国電力(株)岡山支社、西日本電信電話(株)岡山支店、(株)ＮＴＴドコモ中国支社、岡山ガス(株)、水島ガス(株)、津山ガス(株)、(社)岡
山県ｴﾙﾋﾟｰｶﾞｽ協会、岡山県水難救済会、イオンリテール(株)、岡山県高圧ガス地域防災協議会、岡山県港湾空港建設協会、岡山県石油商業組合、(一財)移動無線センター中国センター、(一
社)岡山県警備業協会、(社)岡山県建設業協会、(社)岡山県建築士会、(社)岡山県トラック協会、(一社)建設コンサルタンツ協会中国支部、(一社)全日本漁港建設協会岡山県支部、(社)中国
建設弘済会、(一社)日本アマチュア無線連盟岡山県支部、(社)日本埋立浚渫協会中国支部、(社)日本海上起重技術協会中国支部、(一社)日本橋梁建設協会、(一社)日本建設機械施工協会中国
支部、(社)日本建設業連合会中国支部、(一社)日本自動車連盟岡山支部、(一社)日本道路建設業協会中国支部、(社)日本補償コンサルタント協会中国支部、中国旅客船協会連合会、(福)岡山
県社会福祉協議会、(福)岡山市社会福祉協議会、水島コンビナート地区保安防災協議会、DOWAホールディングス(株)、中国地方の防災に関する連絡会

■ 平成２４年度大規模津波防災総合訓練 参加機関一覧（９７機関）

閉会式では中国地方整備局長が
挨拶を行い訓練は終了しました。

閉会挨拶を行う戸田中国地方整備局長

海上保安庁の巡視艇によ
る洋上漂流者の救助

救助者の搬送引継ぎ

■ 航路の啓開・港湾施設
の被災調査 航路啓開後、作業船などにより、支援

物資の輸送が行われました。

■ コンビナート災害対応訓練 ■ 海上からの支援物資輸送訓練

■ パネル・災害対策機械展示

会場では、災害対策用機械・パネルを展示し、
大勢の方にご覧いただき、防災について理解
を深めていただきました。

災害対策用機械の展示

展示ブース
の様子

作業船による沈降障害物
の揚収作業

自衛隊による空中消火

気球空撮システムによる港湾の被災状況調査

ボランティア
による荷下ろ
し

23



平成２４年度 地震・津波対策訓練の概要

この訓練は、災害対策基本法第４８条（防災訓練義務）及び中国地方整備局防災業務計画第２編（震
災対策編）第１章第５節（防災訓練）の規定に基づき実施するもので、大規模地震や津波による災害に
対して、迅速かつ的確な災害対策業務を遂行し、被害の拡大・二次災害の防止及び円滑な復旧・復興に
資するとともに、ひいては国民の安全、生命及び財産を保全することを目的とする。

１．訓練日時等
平成２４年１１月２０日（火）８時００分～１５時００分

（予備日１２月５～１４日で調整中）
①甚大災害事務所：

１）地震：日野川河川事務所、境港湾・空港整備事務所
２）地震・津波：福山河川国道事務所、八田原ダム管理所、広島港湾・空港整備事務所

②その他の事務所等：甚大災害事務所を除く事務所・管理所も同時に訓練を実施

今年度訓練の重点項目２．

)実態に即した初動体制確立等、職員の災害対応能力の向上を図るための訓練。1
)発災直後の被災情報の収集・伝達等の訓練（３０分ルール）2
)本局及び事務所で安否確認システムを活用した安否確認訓練（非常参集訓練）。3
)地方自治体や関係機関との情報共有（画像受配信、情報交換等）4
)地方自治体への支援や他地整への応援に関する体制確認（リエゾンの派遣、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 派5
遣、資機材支援等）

)土砂災害緊急調査及び緊急情報の提供を実施6
)民間ヘリを活用した被災状況把握7
災害応急対策業務に関する協定締結業者の訓練参加8)
津波による水防警報発令（水防法改正に基づく）の訓練9 ）

)地震発生から津波到達までの業務・安全確認方法を検討10

３．訓練想定
【第１部】
●全ての勤務地域で震度６弱以上を想定
●安否確認システムを用いて、安否確認を実施。
●参集訓練を実施。［公共交通機関は停止（基本的な参集手段は徒歩、自転車、バイク等とするが、
概ね１時間以内（概ね 圏内）で無理なく参集できると判断する範囲で行う。）］4km
【第２部】※
●震源：南海トラフ地震
●震度：管内最大震度６強

南海トラフの巨大地震モデル検討会（平成 年 月 日第一次報告）震度分布は別図のとおり（ 24 3 31
●津波：津波高４ｍ程度（津波警報発令）
※各支部は、本想定に基づき適宜被災を設定する。

４．訓練内容

【第１部】 ①勤務官署への参集 ②庁舎の安全点検
初動体制の確立 ③安否および参集確認 ④災害対策本部(支部)設置
（本局・全事務所実施）
８時００分～９時３０分頃まで
【第２部】 所管施設の点検・点検結果の報告 〔机上〕①
災害応急対策段階における災害 ②民間ヘリ出動訓練 〔実地〕
対策業務 ③現地からの被災状況報告（衛星通信車､ＴＶ会議
本局、甚大災害事務所は１５時 システム､ＫＵ－ＳＡＴ等） 〔実地〕
００分まで（他の事務所は適 ④応急復旧対策工法の立案（直轄） 〔机上〕

宜） ⑤関係機関との協定に基づく対応確認 〔机上〕
被災事務所への応援（人員派遣、機械派遣） 〔机上〕⑥

⑦被災自治体・他地整への支援（リエゾン、 ）〔机TEC-FORCE
上・実地〕
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【甚大災害箇所の主な被害想定】

所管施設名 甚大な被災の内容 備 考
河川関係 日野川、芦田川 護岸被害、堤防被害等 関係機関との連携、災応急

対策工法の立案 等砂防関係 鳥取県西部 土砂災害に伴う河道閉塞

道路関係 直轄国道 路面沈下、斜面崩壊等に
(国道 号、尾道松江 よる通行止等2
線)

港湾関係 境港、福山港港湾施 航路・港湾施設被害
設

福山市内 地震による液状化および津波浸水 啓開訓練
による住民の孤立等

．訓練に関する連絡事項５
①訓練時の服装

災害対策本部については班長以上は防災服（帽子無し）、本部要員は原則として作業服とする。
なお、防災服貸与の希望については、企画部防災課で対応を行う。

別図 地震防災訓練想定震度分布図
（出典 より）:南海トラフの巨大地震モデル検討会（平成 年 月 日第一次報告）24 3 31

津波浸水予想図（福山市内域）
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－中国地方整備局「平成２４年度 地震・津波対策訓練」における－ 

中国地方の防災に関する連絡会 情報共有訓練 実施概要 
 

１．目的 

西日本に甚大な被害を及ぼす恐れがある南海トラフの巨大地震など、広域かつ大規

模な災害が発生したときに災害応急対策や迅速かつ円滑な災害支援の活動を行うため

には、防災関係機関の広範囲で強力な連携が必要となる。 

特に災害発災直後においては、情報収集や現地調査を行うための人員、災害応急対

策を行うための資機材の確保、被災箇所や防災基地間の通行ルートの把握など、防災

関係機関による円滑な情報伝達及び情報共有が重要であり、その初動段階を対象とし

て訓練を実施するものである。 

 

＜今回の訓練のポイント＞ 

①地震・津波被害の状況把握、災害応急

対策における適切な情報伝達を行う。

②訓練を通じて問題点を把握し、必要に

応じて改善を図る。 

③各会員の情報共有の中で、中国地方

整備局との情報共有に絞った訓練

とする。 

 

２．日時：平成24年11月20日(火) 10:00～15:00(予定) 

 

３．情報ツール：原則、電子メールを使用する。 

 

４．地震・津波対策訓練の想定 

○震源：南海トラフを震源とする地震 

○震度：中国管内最大震度６強 

（震度分布は右図のとおり） 
 
○主な訓練内容 

関係機関との協定に基づく対応 

被災事務所への応援（人員・機械派遣）
支
援
・
連
携 

被災自治体・他地整への支援 

（リエゾン、TEC-FORCE） 

所管施設の点検・結果報告 

民間ヘリを活用した被災状況調査 

衛星通信機器を使用した被災状況報告 

所
管
施
設 

応急復旧対策工法の立案 
 
○甚大な災害箇所の主な被害想定 

対象施設 所管施設名 主な被災内容 

河川関係 日野川、芦田川 ・護岸被害、堤防被害 

砂防関係 鳥取県西部 ・土砂災害に伴う河道閉塞 

道路関係 直轄国道 

（２号線、尾道松江線

・路面沈下、斜面崩壊等によ

る通行止め等 

港湾関係 境港、福山港湾施設 ・航路、港湾施設被害 

沿岸地域 芦田川内河口地域 ・地震による液状化 

・津波浸水による住民の孤立 

B会員
国土交通省

中国地方整備局

C会員

A会員

D会員

◇情報共有訓練の情報伝達イメージ

出典：内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」 

（平成24年3月31日第一次報告） 
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②気球空撮システムを用いた港湾施設周辺の被災状況調査訓練及び②気球空撮システムを用いた港湾施設周辺の被災状況調査訓練及び

衛星小型映像伝送設備の設置及び通信訓練衛星小型映像伝送設備の設置及び通信訓練

③災害対策用機械の出動及び設置訓練③災害対策用機械の出動及び設置訓練

気球空撮システムで

宇品港の被災状況を撮影

訓練会場で表示される

宇品港の上空映像

照明車

対策本部車

排水ポンプ車

①緊急災害対策派遣隊及び災害対策用機械を派遣するための図上訓練①緊急災害対策派遣隊及び災害対策用機械を派遣するための図上訓練

・瀬戸内海を介した海上輸送ルートの選定及び選定に必要な情報の収集・伝達

・中国・四国地方の道路及び輸送関係情報の収集・伝達

・中国・四国地方の利用可能な港湾設備等に関する情報の収集・伝達

・緊急輸送可能な船舶の選定と手配

海上輸送ルートの選定 マスコミに公開で実施

衛星小型映像伝送設備

（Ku-SAT）で

訓練会場へ伝送

平成２３年度平成２３年度 広域支援訓練広域支援訓練

■■訓練日時訓練日時

平成２４年３月１５日（木） １３：３０～１５：３０

■参加機関■参加機関

中国地方整備局、中国運輸局、国土地理院中国地方測量部、中国地方整備局、中国運輸局、国土地理院中国地方測量部、

海上保安庁海上保安庁 第六管区海上保安本部第六管区海上保安本部

中国旅客船協会連合会中国旅客船協会連合会

（平成２４年（平成２４年３月５日に全国の地方整備局３月５日に全国の地方整備局としてはとしては初めて初めて締締

結した結した｢｢災害時の応急対策に係る緊急輸送船舶の確保等災害時の応急対策に係る緊急輸送船舶の確保等

に関する協定書に関する協定書｣｣を受けて参加を受けて参加））

■想定地震・津波■想定地震・津波

９：５０に南海トラフを震源とするＭ９．０の地震が発生９：５０に南海トラフを震源とするＭ９．０の地震が発生
西日本の太平洋沿岸に大津波警報発令西日本の太平洋沿岸に大津波警報発令

瀬戸内海沿岸に津波警報発令瀬戸内海沿岸に津波警報発令

■マスコミ取材■マスコミ取材

NHKNHK、広島ホームテレビ、テレビ新広島、中国新聞、読売新聞、広島ホームテレビ、テレビ新広島、中国新聞、読売新聞

【 参考 】
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